
本年もどうぞよろしく 
　　 お願い致します　 
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「
植
物
状
態
」
と

い
う
言
葉
は
、
か
な

り
問
題
の
あ
る
表
現

ら
し
い
。
遷
延
性
意

識
障
害
の
人
々
に
対

し
て
、
「
尊
厳
が
な

い
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
植

え
つ
け
る
よ
う
な
意
図
が
感
じ

ら
れ
る
が
、
ど
う
や
ら
そ
れ
以

上
の
も
の
の
よ
う
だ
▼
古
来

「
生
き
と
し
生
け
る
も
の
」
に

愛
情
を
抱
き
、
自
然
と
共
存
す

る
日
本
人
の
感
覚
か
ら
す
れ

ば
、
「
植
物
」
と
言
わ
れ
て
も

「
そ
ん
な
も
の
か
」
で
済
ま
し

か
ね
な
い
が
、
欧
米
人
の
感
覚

で
「
植
物
」
と
い
う
の
は
、
は

っ
き
り
「
動
物
」
よ
り
も
下
の

ラ
ン
ク
で
あ
る
と
い
う
悪
意
が

あ
る
の
だ
と
い
う
▼
こ
こ
で
思

い
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

は
、
欧
米
に
は
異
常
な
く
ら
い

イ
ル
カ
や
鯨
を
大
切
に
す
る
狂

信
的
な
動
物
保
護
団
体
が
あ
る

こ
と
で
、
日
本
の
調
査
捕
鯨
船

に
対
し
て
テ
ロ
攻
撃
を
行
っ
て

い
る
姿
を
時
折
報
道
で
目
に
す

る
。
彼
ら
の
主
張
で
は
、
「
健

康
な
人
」
の
下
に
「
友
と
す
る

べ
き
動
物
」
が
い
て
、
そ
の
は

る
か
下
位
に
「
植
物
人
間
」
が

い
る
。
動
物
以
下
の
存
在
価
値

し
か
な
い
人
間
に
費
や
す
医
療

費
が
あ
る
の
な
ら
、
イ
ル
カ
や

鯨
の
保
護
に
そ
れ
を
回
せ
、
と

い
う
ら
し
い
▼
だ
と
し
た
ら
、

欧
米
に
は
リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
と

い
う
名
の
「
文
明
開
化
」
が
あ

り
、
日
本
で
も
そ
れ
を
持
て
は

や
す
べ
き
だ
と
い
う
最
近
の
世

論
は
、
彼
ら
の
思
う
つ
ぼ
で
は

な
い
か
と
疑
心
暗
鬼
に
な
る
▼

「
尊
厳
」 

の
美
名
の
も
と
に
「
人

権
」
が
蹂
躙
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
私
た
ち
は
目
を
光
ら

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 
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2008年7月28日未明 

浅野川が氾濫 浅野川が氾濫 浅野川が氾濫 
地元の病院が地域の 

救援作業に全力 
【写真】城北病院提供／【文】3面に掲載 

q白衣でシャベルを持つリハビリ職員 

w病院受付で開かれた対策会議 

e堆積した土砂に住民あぜん 

r地域の土砂除去にあたる病院職員たち 

tこの堤防が氾濫した 

q

e

r t

w
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会 員 投 稿  会 員 投 稿  1912年（明治45年）、米国から資材と技術を輸入して建設された山陰本線の重要な鉄橋（高さ41.45m、長さ310.59m）。

敗戦後「731部隊」の多くの隊員とその家族が、隠密裏にこの橋を通過して金沢や直江津に向かったのは、1945年8

月末～9月初旬のころであった。 

NHKドラマ「夢千代日記」にも登場したこの美しい橋も、架け替え工事が進行し、間もなく解体される。 

餘部橋梁（山陰本線） 餘部橋梁（山陰本線） 

さ
と
う
き
び
ジ
ュ
ー
ス 

さ
と
う
き
び
ジ
ュ
ー
ス 

さ
と
う
き
び
ジ
ュ
ー
ス 

昨
年
四
月
、
長
女
が
中
学
生
に
な
る
の
を
お
祝
い
し
て
、
家
族
五
人
で
沖
縄
旅
行
に
出
か
け
た
時
の
写
真
で
す
。 

わ
が
家
の
子
ど
も
た
ち
は
三
姉
妹
で
、
毎
年
の
旅
行
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
、
続
く
の
か
？ 

三
人
と
も
普
段
は
テ
ニ
ス
ば
か
り
し
て
い
て
、
あ
ま
り
自
然
を
味
わ
う
こ
と
が
少
な
い
生
活
を
し
て
い
ま
す
。 

一
方
、
沖
縄
は
自
然
（
観
光
し
た
場
所
が
本
当
の
自
然
か
と
言
わ
れ
れ
ば
・
・
・
）
が
多
く
、
こ
の
と
き

は
、
さ
と
う
き
び
を
搾
っ
て
、
甘
い
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む
場
面
で
し
た
が
、
こ
の
写
真
を
見
て
振
り
返
る
と
、

い
い
経
験
が
で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
店
の
お
じ
さ
ん
も
懐
か
し
さ
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。 

斉
藤
 
典
才
（
金
沢
市
・
外
科
） 

あまる　　　　　べ　　　　　 きょう　　　　 りょう 

河野　晃（金沢市・小児科） 
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年頭所感  年頭所感  年頭所感  

先生のご入会を心よりお待ち申し上げます。 

保険医協会役職員一同 未 入会の先生へ 

明けましておめでとうございます。会員の皆さまには穏やかな新年を迎えられたことと思います。

昨年は、外来管理加算の算定要件の変更に代表される、厳しい診療報酬改定がありました。日本歯科

医学会会長の補綴の保険外しの発言がありました。実際の影響はまだ不明ですが、10月には社会保険庁

解体に伴い、審査・指導業務が社会保険事務局から東海北陸厚生局石川事務所に変更になりました。

また、医師不足、勤務医を取りまく過酷な労働条件、救急患者の受け入れ不能、医師を容疑者とした

刑事裁判など、「医療崩壊」を如実に表すような出来事がいろいろ起こりました。会員を取りまく情勢は厳

しさ、不透明さを増すばかりです。

今年は、３年に一度の介護報酬改定の年度にあたります。新しい事業年度(2009年２月)は、医療保険

と密接な関係にある介護報酬改定への対応から始まります。昨年の診療報酬改定の検討会に匹敵する企画

を準備しています。

もちろん、活動はこれにとどまるものではありません。会員の生活に密着した活動をさらに推し進めていき

たいと思っています。それには、何より本業、「保険医としての日々 の診療活動」をしっかりとサポートして

いくことだと理解しています。

医科歯科一体の保険医協会ならではの企画。単なる学術研修会にとどまらない、一歩進んだ企画。不

透明さを増す指導・監査対策では、保険医協会の情報収集力を駆使し、万全の準備で会員に安心を提供

するなど、数えればきりがないほど課題は山積していますが、“頼りになる保険医協会”を目指して、本年

も活動していきます。

そして、ひとりひとりの会員が、できうる限り、情報を発信する立場で活動できるような協会活動を目指し

ていこうではありませんか。

会員の皆さまのさらなるご支援、ご参加をお願いし、年頭のごあいさつと致します。

会長　西田　直巳
（金沢市・小児科）

本
年
も

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

　
　
　

お
願
い
致
し
ま
す

“頼りになる保険医協会”を目指して

医師会と保険医協会の違いは、多分その生い立

ちによるものだろう。県当局との二人三脚で県民

に向かい合ってきた医師会と、会員の細かな声を

吸い上げることと、市民との草の根運動に注力し

てきた協会。もはや、それぞれに無くては困る存

在だろう。医師会と協会の敷居も、今は無いに等

しい。

国民と共に生きる医療者を目指すなら、行き着

くところは所詮一つだ。

それでもちょっと電話で何かを尋ねるのは、協

会の方が便利だろう。無論、それは理事ではな

く、スタッフが優秀だということなのだが・・・。

協会歯科会員へ実施した多種多様の情報提供

（ほんの一部）を記載することで、協会ならびに

歯科部会への入会のおすすめとします。

全国組織としての保団連経由の情報も膨大です

が、加えて石川独自のものも多いです。例えば、

診療報酬改定時に開催される『検討会』と『解

説・勉強会』は二回とも分かりやすいと好評でし

た。

また、既入会の会員より寄せられたアンケート

結果をもとに実施した、数々の講演会活動（先端

医療・食育関係など）には、多くの参加がありま

した。全国からも注目された頻回の冊子発刊もユ

ニークです。

歯科部会そのものも、全国的に比しても高い活

動力を有していますが、まだ余力があります。専

門プロジェクトも立ち上げ可能で、新企画の提案

や入部は大歓迎です。

共に歯科界を盛り上げましょう。

明けましておめでとうございます。今年もどう

ぞよろしくお願いします。

ここ数年、病院勤務医の逃散が問題となり、国

は医師不足や、訴訟のリスクの問題を改善する方

向で動くようになってきました。

2009 年度には医学部入学定員を 600 人ほど増

やし、過去最多の定員となること、医療事故（安

全）調査第三者機関の設置、医師法 21 条の改正

が議論の途中にあり、真に必要な改正は何かとい

うことが問われています。

また、2008 年度診療報酬改定では、病院勤務

医に手厚くすると言われていたにもかかわらず、

現場の勤務医には、その恩恵が感じられなかった

のは、皆さんも同様であったと思います。

さらに、宿直明けの長時間勤務も、まだまだ改

善される兆しはありません。現場の医師たちが主

体的に議論に参加し、運動を起こす必要があると

思います。

保険医協会（全国組織は通称、保団連といいま

す）では、勤務医独自の活動にも重きを置き、病

院勤務医の労働環境の改善や、真に必要とされる

国の政策への要望などを行っています。

みなさんがいつまでも元気に勤務医の仕事が続

けられるよう取り組みたいと思いますので、ひと

りでも多くの方のご入会をお待ちしています。

医科の立場から 
副会長　大平　政樹（金沢市・外科） 

歯科の立場から 
副会長　平田　米里（野々市町・歯科） 

勤務医の立場から 
理事　斉藤　典才（金沢市・外科勤務医） 

入会の方法は 
保険医協会にぜひご入会下さい！ 

医科 722人、 
歯科 286人 

会員数　1008人 

同封の入会申込ハガキに必要事項を記入の 
うえ、ご返送下さい。 

◎会費（月額） 

※３カ月ごとに銀行口座から引き落としさせて頂きます。 

保険医協会は 
国民医療の充実と 
保険医の生活を守ります。 

開業医 4,500円／勤務医 3,800円 

本号は保険医協会未入会の先生方にもお届けしました。 
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十
一
月
二
十
七
日
（
木
）、

金
沢
駅
前
に
あ
る
ホ
テ
ル
金
沢

に
て
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
た
。

「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に
お

け
る
審
査
・
診
断
の
重
要
性
│

最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ガ

イ
デ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
の
実
力
」

と
題
し
て
、
和
田
精
密
歯
研

（
株
）
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
事
業
部

係
長
の
谷
田
浩
志
氏
に
講
演
を

し
て
い
た
だ
い
た
。

参
加
者
は
歯
科
医
師
、
歯
科

衛
生
士
ら
約
二
十
人
で
あ
っ

た
。講

演
会
場
の
後
方
に
簡
単
な

模
型
や
最
新
機
器
の
デ
モ
も
用

意
し
て
あ
り
、
休
憩
時
間
に
は

参
加
の
先
生
方
が
い
ろ
い
ろ
手

に
と
っ
て
体
感
し
て
い
た
。

B
oneN

avi System

と
は
、

よ
り
安
心･

安
全･

確
実
な
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
治
療
の
た
め
に
、
Ｃ

Ｔ
や
10
Ｄ
Ｒ
ソ
フ
ト
（
画
像
解

析
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ

ト
）
を
使
用
し
て
、
サ
ー
ジ
カ

ル
ガ
イ
ド
や
顎
骨
模
型
を
作
製

す
る
シ
ス
テ
ム
で
大
阪
大
学
と

B
ioN
ic

社
に
よ
り
開
発
さ
れ

た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
薬
事
認

証
済
だ
そ
う
だ
。

近
畿
地
方
の
あ
る
県
で

は
、
一
カ
月
に
七
十
件
の
医
療

訴
訟
が
あ
る
ら
し
い
が
、
訴
訟

が
増
え
て
き
て
い
る
現
代
に

は
、
強
い
味
方
で
あ
る
。
初
心

者
の
先
生
は
安
心
し
て
オ
ペ
に

臨
め
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に

慣
れ
た
先
生
は
、
よ
り
高
度
な

テ
ク
ニ
ッ
ク
に
安
心
し
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
と
考
え
る
。

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に
お
い

て
第
四
世
代
の
10
Ｄ
Ｒ
・

B
ioN
ic

は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
を

リ
ア
ル
に
換
え
る
診
断
ツ
ー
ル

で
あ
り
、
少
々
治
療
費
が
増
え

て
も
患
者
さ
ん
に
は
受
け
入
れ

て
も
ら
え
る
シ
ス
テ
ム
だ
と
思

う
。

インプラントセミナー開く 

山本　司（野々市町・歯科） 

審査・診断の 
　　　重要性を学ぶ 

講師の谷田浩志氏

　石川県保険医協会では、11 月 20 日の経済財政諮問会議における麻生首相の発言に

対し、12 月２日の理事会にて下記の【抗議声明】を確認し、内閣府はじめ関係団体

に送付しました。

【 抗 議 声 明 】

公的医療保険制度を否定する麻生首相の発言に厳重抗議する

麻生首相は、11 月 20 日社会保障費の抑制を議論した経済財政諮問会議の際に「67、

68 歳になって同窓会に行くと、よぼよぼしている。今になるとこちらの方が医療費が

かかっていない。毎朝歩いたり何かしているからだ。私の方が税金は払っている」「た

らたら飲んで、食べて、なにもしない人の分の金を何で私が払うんだ」などの発言を行

った。

前日の全国知事会議でも麻生首相は、「（医師には）社会的な常識がかなり欠落して

いる人が多い。（中略）これだけ医師不足が激しくなってくれば、責任は医師の側にあ

るのではないか」などと医師不足問題を医師に責任転嫁した発言を行い、日本医師会か

ら厳重抗議されて陳謝したばかりである。

後期高齢者医療制度の根拠法である高齢者医療確保法の第１条（目的）には、「国民

の高齢期における適切な医療の確保を図るため、医療費の適正化を推進するための計画

の作成」が謳われており、医療費の適正化＝公的医療費の抑制という同制度の真のねら

いが示唆されている。首相発言はこの趣旨に沿っており、思わず本音を吐露したと言え

る。また麻生首相の発言は疾病の自己責任論に固執し、公的医療保険制度を否定するも

のであり、行政府の長としての資質が問われている。

昨今、医療崩壊をストップさせるため、社会保障予算を増やして医療提供体制を充

実させてほしいという声が高まっているなかでの暴言であり、第一線の医療のにない

手、「人権のにない手」である保険医団体として断じて容認できない。

石川県保険医協会では、今回の首相発言に強く抗議するとともに、麻生内閣に対し、

2,200 億円の社会保障費の削減方針を撤回し、公的医療保険制度に対する国民の信頼を

回復するため、実効ある対策を早急に実施することを要求する。

以上

2008 年 12 月２日

石川県保険医協会理事会

麻生発言に厳重抗議 麻生発言に厳重抗議 

浅野川洪水に地域医療の在り方を見た 浅野川洪水に地域医療の在り方を見た 浅野川洪水に地域医療の在り方を見た 
斉藤　典才（金沢市・外科） 

　７月 28 日の早朝に浅野川が氾濫し、私たち城北病院の周囲が大洪水に

見舞われました。50 年ぶりのことだそうです。当日いつものように医局

朝会を行っていると、浅野川が氾濫したとの報告が飛び込んできました。

9時過ぎであれば全職員がすでに持ち場についてしまうところでしたが、

9時前であったのが少し幸いで、その後の迅速な活動へと移りました。病

院周辺はすでに土砂で混濁した大量の水が流れてきて、長靴を履いても歩

けない状況になっていました。

　私たち病院職員は、院長を責任者とする対策本部をすぐさま設置して対

応にあたりました。とはいえ通常の業務もあり、それぞれの持ち場を維持

し、医療を行う者、災害対策に当たる者と手分けをして対応していた様

は、手前みそですが見事でした。

　この洪水発生日には、独り暮らしの高齢者を真っ先に巡回し、昼にはど

こからかおむすびが用意されていました。氾濫した水は、その日の昼ごろ

には引きましたが、あとは大量の土砂が待っていました。翌日からは毎

日、巡回パトロールを行い、周辺の家を一軒一軒回り、家屋の損傷はどの

程度か、家族の一人ひとりがちゃんと食事をとれているか、健康面はどう

かを聞いて回り、本来の入院の適応ではないですが、何人かはこの城北病

院に入院していただきました。

　写真は、洪水発生の日に撮られたもの

ですが、河川の氾濫の様子と、その後に

堆積した土砂、地域で奮闘する職員た

ち、病院内での対策会議が写されていま

す。特に、普段はリハビリの仕事をして

いる若手職員 2人が、白衣のまま地域に

出かけ、シャベルをもって土砂の除去作

業にあたっているさまが、この地域に根

ざした病院職員であることを物語ってい

ました。

　今回の経験を通して、地域と病院との関係に思いをはせました。病院は

やはり、自分でやってくる患者さんだけをみるのではなく、地域のことを

普段から熟知し、どこにどのような人が住んでいるのか、その人たちはど

うなったのかな？と考えることが大切です。

　日本の医療を最前線で担ってきた中小病院の役割の大切さを改めて感じ

ました。われわれの使命は、病気だけを診るのではない、地域の住民の生

活面や衛生面、精神面にわたり、つぶさに感じ取ることが重要なのだと。

1面写真について 
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（
問
題
１８
面
） 

十
一
月
三
日
（
月
・
祝
） 

に
、

大
阪
府
箕
面
市
で
行
わ
れ
た

「
若
手
医
師
・
歯
科
医
師
の
集

い
in
大
阪
」
に
参
加
し
、
二
つ

の
特
別
講
演
を
聴
講
し
た
の
で

報
告
す
る
。

は
じ
め
に
、
東
京
歯
科
保
険

医
協
会
副
会
長
、
定
永
健
男
先

生
か
ら
「
個
別
指
導
に
つ
い
て

〜
東
京
歯
科
保
険
医
自
殺
問
題

な
ど
か
ら
考
え
る
〜
」
の
講
演

が
あ
っ
た
。

昨
年
（
二
〇
〇
七
年
）
九
月

に
、
東
京
の
歯
科
保
険
医
の
Ａ

先
生
が
自
殺
を
す
る
と
い
う
痛

ま
し
い
事
件
が
あ
っ
た
の
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思

う
。
こ
の
事
件
の
経
過
と
問
題

点
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ

た
。
詳
し
い
経
過
に
つ
い
て
は

割
愛
す
る
が
、
Ａ
先
生
は
、
当

初
、
個
別
指
導
を
受
け
た
が
、

指
導
中
断
の
後
に
中
止
に
至

り
、
再
度
個
別
指
導
を
受
け
、

最
終
的
に
監
査
通
知
書
を
受
け

取
り
、
一
度
の
自
殺
未
遂
の
の

ち
、
監
査
日
の
二
日
前
に
命
を

絶
た
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。東

京
歯
科
保
険
医
協
会
は
、

個
別
指
導
の
当
初
か
ら
Ａ
先
生

と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
お
り
、

役
員
・
事
務
局
が
、
Ａ
先
生
に

対
し
、
対
応
に
つ
い
て
協
議
・

指
導
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

こ
の
事
件
は
、
当
時
、
社
会

的
に
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
新

聞
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

た
ほ
か
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

国
会
で
小
池
参
議
院
議
員
が
、

舛
添
厚
生
労
働
大
臣
に
質
問
を

し
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
、
噂
の
東

京
マ
ガ
ジ
ン
「
噂
の
現
場
」
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

問
題
点
と
し
て
は
「
指
導
は

法
に
則
り
、
適
切
に
行
わ
れ
た

の
か
？
」
と
い
う
こ
と
で
、
Ａ

先
生
は
一
回
目
の
指
導
後
、
涙

な
が
ら
に
指
導
内
容
に
つ
い
て

訴
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。ま

た
、
指
導
中
断
か
ら
長
期

間
（
九
カ
月
）
の
放
置
が
あ

り
、
精
神
的
苦
痛
も
か
な
り
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
不

正
請
求
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は

な
い
が
、
そ
の
背
景
に
は
低
医

療
費
政
策
、
医
療
費
抑
制
策
が

あ
り
、
現
場
感
覚
と
は
か
け
離

れ
た
診
療
報
酬
に
も
起
因
す
る

と
い
う
見
解
で
あ
っ
た
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
悲
し
い
事
件
は
、

今
後
起
き
な
い
よ
う
に
願
い
た

次
い
で
、
大
阪
協
会
事
務
局

次
長
の
尾
内
康
彦
氏
か
ら
「
患

者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
対
策　

〜
特

に
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト

に
対
し
て
〜
」
の
講
演
が
あ
っ

た
。「

な
に
わ
の
ト
ラ
ブ
ル
バ
ス

タ
ー
」
と
し
て
有
名
な
尾
内
氏

は
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
病

医
院
ト
ラ
ブ
ル
を
相
談
・
処
理

し
、
著
書
・
雑
誌
で
も
そ
の
名

前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
方
も

多
い
と
思
う
。

近
年
は
、
訴
訟
社
会
と
な

り
、
ネ
ッ
ト
・
テ
レ
ビ
な
ど
の

悪
影
響
も
あ
り
、
多
く
の
病
医

院
は
、
増
え
続
け
る
「
患
者
と

の
ト
ラ
ブ
ル
」
に
頭
を
抱
え
て

い
る
。

規
模
に
も
よ
る
が
、
病
院
で

は
平
均
し
て
も
年
間
十
数
件
か

ら
数
十
件
、
診
療
所
で
も
年
に

何
件
か
の
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
す

る
か
、
ヒ
ヤ
リ
と
さ
せ
ら
れ
た

経
験
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。病

医
院
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
ス

ー
パ
ー
や
百
貨
店
の
ク
レ
ー
マ

ー
対
策
と
は
違
う
、
医
療
界
の

十
一
月
二
十
八
日
、
東
京
都

内
の
保
団
連
会
議
室
に
お
い

て
、
二
〇
〇
八
年
度
保
団
連
地

域
医
療
交
流
集
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

冒
頭
、
中
島
幸
裕
保
団
連
理

事
よ
り
問
題
提
起
が
あ
り
、
特

定
健
診
、
救
急
医
療
体
制
、
療

養
病
床
削
減
・
廃
止
に
と
も
な

う
医
療
・
介
護
難
民
問
題
な

ど
、
地
域
医
療
を
取
り
巻
く
諸

問
題
は
小
泉
改
革
以
来
の
低
医

療
費
政
策
が
そ
の
元
凶
で
あ

り
、
こ
れ
を
改
め
さ
せ
る
べ
く

現
場
か
ら
の
声
を
集
約
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
午
前
中
は
、
全
日

い
。ほ

か
に
、
審
査
・
指
導
で
実

際
に
東
京
で
問
題
に
な
っ
て
い

る
点
が
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ

た
。
た
と
え
ば
東
京
で
は
「
患

者
や
保
険
者
か
ら
の
通
報
」
で

個
別
指
導
が
行
わ
れ
る
場
合
が

多
く
、
個
別
指
導
実
施
前
に
患

者
調
査
が
行
わ
れ
る
場
合
も
あ

る
よ
う
だ
。
ま
た
、
あ
る
総
合

病
院
歯
科
で
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

を
実
施
す
る
前
に
、
保
険
診
療

と
し
て
請
求
さ
れ
た
顎
堤
形
成

術
を
不
正
と
判
断
さ
れ
、
保
険

医
取
り
消
し
に
な
っ
た
事
例
も

示
さ
れ
た
。

せ
た
。
さ
ら
に
要
求
は
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
、
あ
る
と
き
、
そ
れ

ま
で
不
満
を
聞
い
て
い
た
透
析

セ
ン
タ
ー
科
長
（
女
性
）
が
現

場
に
不
在
だ
っ
た
こ
と
に
怒
り

を
爆
発
さ
せ
た
。
そ
れ
以
来
、

こ
の
科
長
を
個
人
攻
撃
し
始

め
、「
自
分
の
専
用
ベ
ッ
ド
と

技
士
を
用
意
し
ろ
」「
自
分
の

た
め
に
、
い
つ
で
も
透
析
で
き

る
よ
う
に
し
ろ
」
と
い
っ
た
理

不
尽
な
要
求
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト

さ
せ
、
長
時
間
に
わ
た
り
、
病

院
の
業
務
に
因
縁
を
つ
け
た
そ

う
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
こ
の
科
長
と
透

析
セ
ン
タ
ー
技
士
二
人
が
、
精

神
的
ス
ト
レ
ス
か
ら
仕
事
を
休

む
事
態
に
発
展
。
そ
の
後
や
っ

と
病
院
は
腰
を
上
げ
、
警
察
に

相
談
し
、
患
者
で
あ
る
元
暴
力

団
員
は
逮
捕
さ
れ
、
現
在
公
判

中
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
あ

る
。
こ
の
病
院
の
情
け
な
い
対

応
に
は
学
ぶ
と
こ
ろ
は
多
い

が
、
近
年
、
相
談
が
多
く
な
っ

て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な

「
患
者
ト
ラ
ブ
ル
」
で
あ
り
、

医
事
紛
争
に
発
展
す
る
よ
う
な

性
質
の
も
の
か
、
誤
解
・
曲
解

か
ら
来
て
い
る
の
か
、
正
当
な

ク
レ
ー
ム
で
あ
る
の
か
を
見
極

め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

身
近
な
例
で
は
、「
従
業
員

と
の
ト
ラ
ブ
ル
」
が
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
感
心
で
き
な
い
就
業
態

度
不
良
や
遅
刻
・
欠
勤
、
能
力

不
足
、
同
僚
と
の
協
調
性
が
な

い
、
な
ど
の
例
は
多
く
あ
る

が
、
本
人
だ
け
に
原
因
が
あ
る

場
合
ば
か
り
で
は
な
く
、
院
長

が
本
人
に
何
気
な
く
言
っ
た
一

言
か
ら
始
ま
る
ト
ラ
ブ
ル
も
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
古
く

て
新
し
い
問
題
も
多
く
、
上
手

な
？
辞
め
さ
せ
方
も
知
る
べ
き

と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。

氏
が
、
数
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル

相
談
を
受
け
て
言
え
る
こ
と
は

「
初
期
対
応
が
ど
れ
だ
け
取
れ

る
か
・
出
来
て
い
る
か
」
と
い

う
こ
と
だ
そ
う
で
あ
る
。
問
題

が
起
き
始
め
た
時
点
で
、
ど
う

い
っ
た
情
報
が
あ
る
か
を
で
き

る
だ
け
知
り
、
そ
の
場
し
の
ぎ

の
い
い
加
減
な
対
応
は
し
な

い
。
折
に
触
れ
て
専
門
家
の
助

言
を
受
け
る
こ
と
も
考
え
、
ト

ラ
ブ
ル
と
立
ち
向
か
う
真
摯
な

姿
勢
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

本
民
医
連
事
務
局
次
長
の
林
泰

則
氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

演
題
は
「
地
域
医
療
・
介
護
崩

壊
の
実
態
」
と
い
う
も
の
で
、

国
保
保
険
料
が
払
え
ず
に
実
質

無
保
険
と
な
る
か
、
あ
る
い
は

保
険
証
は
あ
っ
て
も
自
己
負
担

分
の
支
払
い
が
困
難
で
、
受
診

で
き
ず
に
不
幸
な
転
帰
を
と
っ

た
例
が
数
多
く
示
さ
れ
ま
し

た
。
ま
さ
し
く
「
金
の
切
れ
目

は
命
の
切
れ
目
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
問
題
で
も

二
〇
〇
六
年
改
定
の
後
、
要
介

護
度
が
下
げ
ら
れ
、
必
要
な
介

護
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

「
介
護
は
が
し
」
の
実
態
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
半
身
麻
痺
が

あ
り
、
移
動
が
困
難
な
た
め
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ト
ル
に
蓄
尿
し

て
、
そ
れ
を
な
ん
と
か
ト
イ
レ

ま
で
這
っ
て
行
っ
て
、
一
日
二

回
捨
て
て
い
る
な
ど
の
実
例

に
、
参
加
者
か
ら
は
深
い
た
め

息
が
出
て
い
ま
し
た
。

午
後
に
は
、
各
地
の
地
域
医

療
関
連
の
取
り
組
み
の
紹
介
が

行
わ
れ
、
医
科
・
歯
科
そ
れ
ぞ

れ
三
題
ず
つ
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

中
で
も
、
東
京
歯
科
協
会
か

ら
は
地
域
の
基
幹
病
院
と
の
連

携
に
よ
り
、
造
血
幹
細
胞
移
植

を
行
う
重
症
血
液
疾
患
患
者
に

対
し
、
移
植
前
か
ら
積
極
的
に

口
腔
ケ
ア
の
介
入
を
行
っ
て
い

る
と
の
発
表
が
注
目
を
集
め
ま

し
た
。
抗
が
ん
剤
お
よ
び
移
植

後
の
Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ
な
ど
に
伴
う
口

腔
粘
膜
障
害
に
よ
る
患
者
の
苦

痛
を
軽
減
し
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
を
改
善

さ
せ
る
こ
と
に
加
え
て
敗
血
症

を
減
ら
す
な
ど
、
治
療
成
績
の

向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る

と
い
う
内
容
で
、
ま
さ
し
く
医

科
歯
科
連
携
の
大
成
功
例
と
言

え
そ
う
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
髄
膜
炎
菌
ワ
ク

チ
ン
の
普
及
、
歯
科
訪
問
診
療

の
際
の
駐
車
規
制
問
題
な
ど
へ

の
取
り
組
み
な
ど
、
幅
広
い
分

野
で
の
発
表
が
あ
り
、
発
表
後

の
質
疑
応
答
も
活
発
に
交
わ
さ

れ
、
大
変
実
り
多
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

個
別
指
導
問
題
 

モ
ン
ス
タ
ー
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
 

対
策
も
 

理
事
　
三
宅
　
靖（
金
沢
市
・
内
科
） 

二
〇
〇
八
年
度
保
団
連
地
域
医
療
交
流
集
会 

小
泉
内
閣
の
低
医
療
費
政
策
が
招
い
た 

地
域
医
療
・
介
護
崩
壊
の
実
態
を
交
流 

小
泉
内
閣
の
低
医
療
費
政
策
が
招
い
た 

地
域
医
療
・
介
護
崩
壊
の
実
態
を
交
流 

ル
ー
ル
に
照
ら
し
て
解
決
に
あ

た
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
一
般

の
ク
レ
ー
マ
ー
対
策
本
は
役
に

立
た
な
い
。

実
際
に
示
さ
れ
た
あ
る
事
例

で
は
、
患
者
で
あ
る
元
暴
力
団

員
（
前
科
十
犯
）
が
、
当
初
は

「
弁
当
と
茶
を
買
っ
て
こ
い
」

「
診
療
時
間
を
延
長
し
ろ
」
な

ど
の
不
満
を
繰
り
返
す
だ
け
だ

っ
た
が
、
病
院
に
自
分
の
土
地

と
マ
ン
シ
ョ
ン
を
使
用
さ
せ
る

契
約
を
半
ば
強
要
し
、
契
約
さ
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副
会
長
　
平
田
　
米
里（
野
々
市
町
・
歯
科
） 

二
〇
〇
八
年
度
第
三
回
保
団
連
研
究
部
会 

全
国
か
ら
多
彩
な
活
動
報
告
が 

石
川
は
「
歯
科
か
ら
発
す
る
食
育
」
を
報
告 

全
国
か
ら
多
彩
な
活
動
報
告
が 

石
川
は
「
歯
科
か
ら
発
す
る
食
育
」
を
報
告 

十
一
月
三
十
日
、
名
古
屋
・

名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
二
〇
〇
八
年
度
第
三
回
保

団
連
研
究
部
会
が
開
催
さ
れ

た
。森

担
当
副
会
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
に
引
き
続
き
、
恒
例
と
な

っ
た
各
協
会
か
ら
の
学
術
研
究

活
動
が
順
次
報
告
さ
れ
た
。
中

で
も
東
京
協
会
の
『
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
』
関
連
の
報
告
は
、
注
目

さ
れ
た
。

石
川
協
会
か
ら
は
、
最
近
の

歯
科
の
食
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

取
り
組
み
と
同
時
に
、『
歯
科

か
ら
発
す
る
食
育
』
と
題
し
、

独
自
の
切
り
口
で
講
演
さ
れ
た

不
島
先
生
の
講
演
を
簡
単
に
報

告
し
た
。

関
連
報
告
で
は
、『
月
刊
保

団
連
』
二
〇
〇
九
年
二
月
号
に

研
究
会
活
動
の
特
集
が
予
定
さ

れ
、
斉
藤
部
長
が
総
論
な
ど
を

担
当
す
る
こ
と
や
、
医
科
歯
科

一
体
の
研
究
活
動
の
必
要
性
に

関
す
る
も
の
に
時
間
を
割
い

た
。部

会
で
は
、
多
く
の
資
料
が

提
出
さ
れ
る
。
午
前
の
部
で

は
、
徳
洲
会
病
院
・
万
波
誠
医

師
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
（
修

復
腎
移
植
こ
そ
ベ
ス
ト
な
移
植

法
・
白
石
拓
著
・
医
師
の
正

義
・
宝
島
社
）
が
強
く
記
憶
に

残
る
資
料
で
あ
っ
た
。

午
後
は
、
今
ま
で
の
部
会
の

活
動
の
ま
と
め
、
二
〇
〇
九
年

度
の
活
動
計
画
、
研
究
活
動
担

当
者
会
議
、
青
森
協
会
か
ら
の

研
究
部
員
推
薦
な
ど
に
関
し

て
、
保
団
連
事
務
局
か
ら
報
告

が
あ
り
、
検
討
・
決
議
さ
れ
た
。

ま
た
、
前
日
開
催
さ
れ
た

『
大
野
病
院
事
件
と
産
科
再
生

へ
の
道
』・
福
島
県
立
医
科
大

学
佐
藤
教
授
の
講
演
会
に
関
す

る
報
告
、
有
罪
判
決
か
ら
無
罪

判
決
を
勝
ち
取
っ
た
角
谷
（
か

ど
た
に
）
裁
判
に
関
す
る
報
告

が
あ
っ
た
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
め

ぐ
る
諸
問
題
に
関
し
て
は
、
四

国
四
県
の
民
医
連
病
院
の
『
ア

ム
ロ
ジ
ピ
ン
錠
に
関
す
る
デ
ー

タ
分
析
』
に
関
す
る
取
り
組
み

が
愛
媛
協
会
か
ら
あ
り
注
目
さ

れ
た
が
、
課
題
も
多
く
継
続
検

討
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
お

話
し
中
の
、『
も
な
か
の
殻
と

ア
ン
コ
』
に
た
と
え
た
製
剤
学

に
関
す
る
お
話
は
面
白
か
っ

た
。

石川県保険医協会 

発刊日 2008年10月17日 
発　行 全国保険医団体連合会 
体　裁 B5判　全880ページ 
定　価 5,000円（会員特別価格 3,000円） 

「届出医療の活用と留意点」 
（2008年～2009年版） 

「届出医療の活用と留意点」 
（2008年～2009年版） 

発刊のご案内 

―本書の特徴― 
●「届出医療」の留意点を解説 
●届出に関する要件の適否を判定する「届出チェック表」を掲載 
●届出後の日常管理の際に利用する「日常管理チェック表」を掲載 

―今回の改訂版の特徴― 
○2008年4月の診療報酬改定に対応 
＊新設された49の届出医療のうち、約40の項目を新規追加 
○10月実施の社会保険庁の「再編」による届出先の変更等にも対応 
＊届出先が社会保険事務局から地方厚生局各県事務所に変更 
（「届出医療の活用と留意点」チラシ裏面に目次を掲載していますので参
考にしてください） 

保団連発行の「届出医療の活用と留意点」が改訂され、

2008年度―2009年度版として発行されました。 

会員特別価格3,000円（定価5,000円）で販売いたします。
この機会に是非ご注文のうえご活用ください。 

メイン
テーマ

主催 ： 石川県保険医協会

「外来診療におけるスタンダードな 
  抗生剤の使い方」 

日ごろの疑問の解決のために・・・ 

■と　き／２００９年１月２９日（木） 午後7時半～9時
■ところ／金沢都ホテル 5階「蓬莱の間」
 （ＪＲ金沢駅東口正面）

■対      象／会員医師に限らせていただきます。 

 （定員は先着３０人とさせていただきます） 

■申し込み／1月２３日までに専用チラシのＦＡＸ申込書、 

 またはお電話でお申し込みください。 

第5回 

電話：076（222）5373 
FAX：076（231）5156 

会員の皆さまに気軽に覗いていただけるよう、地道に隔月開催を続けている「よ
ろず勉強会」のお知らせです。
第5回は、「外来診療におけるスタンダードな抗生剤の使い方」がメインテー
マです。
今回は、話題提供として感染症にご造詣が深い松島実先生（城北病院・内科）

にミニレクチャーをいただいた後、参加者全員で意見交換をします。
開業医になって１０年もたつと、「常識」がどんどん変わっていることに驚かさ

れます。皆さんとわいわいガヤガヤやりましょう！
なお、3月に予定しております第6回のお題は、「待合室の待ち時間対策」の予
定です。（学術保険部／小川滋彦）

「なんでも学術！ なんでも回答？ 
よろず勉強会」 
「なんでも学術！ なんでも回答？ 
よろず勉強会」 
「なんでも学術！ なんでも回答？ 
よろず勉強会」 

多くの

会員参加
を

お待ちし
て

おります

在宅医療点数の 
手引き 
－診療報酬と介護報酬－ 
保団連発行の「在宅医療点数の手引き」
が改訂され、2008年度版として発行されま
した。会員特別価格2,000円（定価
4,000円）で販売いたしますので、この機会
に是非ともご注文のうえご活用ください。 

○本書は2008年8月末までの告示、通知等の資料に基づき編集。本書発行以降に
変更等が判明したものは、逐次、全国保険医新聞で報道する他、保団連ホーム
ページ（http://hodanren-net.or.jp/）を通じて会員の医療機関へ周知する 
○在宅医療点数の複雑な仕組みを少しでも理解しやすくするため、編集部独
自に作成した図表やフローチャート、一覧表を多数掲載 
○医療保険と介護保険との給付調整や医療系居宅介護サービスの窓口事務、
届出、介護報酬の算定、請求事務等をみなし3事業（居宅療養管理指導、
訪問看護、訪問リハビリ）に限定し総合的に解説 
○さまざまな事例に対応した明細書見本を多数収載（案内チラシに目次を掲
載していますので参考にしてください） 

○2008年4月の診療報酬改定に対応 
○施設入居者等の医療について、特定施設・居住系施設入居者の診療報酬体
系、種類等について解説を充実 
○レセプト記載事例を精選、充実 

今回の改訂版の特徴 

本 書 の 特 徴  

発行日 ２００８年１０月 
発　行 全国保険医団体連合会 
体　裁 Ｂ5判　全570ページ 
定　価 ４，０００円 
会員特別価格  ２，０００円 

※詳しくは案内チラシをご覧ください。 

お申込みは、石川県保険医協会まで 

ＴＥＬ.０７６（２２２）５３７３  ＦＡＸ.０７６（２３１）５１５６ 

好 評 販 売 中  

2008年度改訂版 
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金沢で“核廃絶を願う人たちの輪”広がる 
市民と一緒に創りあげたつどいに、全国各地から572人 

金沢で“核廃絶を願う人たちの輪”広がる 

第19回核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める医師・医学者のつどいin金沢 

帯
刀
　
裕
之（
小
松
市
・
内
科
） 

市
民
公
開
講
演
会 

… 

堤
未
果
氏 

平
和
な
世
界
を
め
ざ
し
て
〜
市
民
が
で
き
る
こ
と
〜
 

平
和
な
世
界
を
め
ざ
し
て
〜
市
民
が
で
き
る
こ
と
〜
 

本
当
の
敵
は
、市
民
の
無
関
心
 

本
当
の
敵
は
、市
民
の
無
関
心
 

前
日
ま
で
の
雨
も
あ
が
り
、

紅
葉
の
美
し
い
良
き
日
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
の
出
足
も
好

調
で
、
会
場
に
は
多
く
の
市
民

が
足
を
運
び
ま
し
た
。

堤
さ
ん
の
お
話
に
も
熱
が
入

り
、
大
好
評
で
し
た
。
以
下

に
、
要
約
し
報
告
し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
状
況
を
見
る

と
、
オ
バ
マ
氏
が
大
統
領
に
当

選
し
た
。 

国
民
が
動
き
、
若
者

も
投
票
に
行
き
、
投
票
率
が
ア

ッ
プ
し
た
。

そ
の
訳
は
、「
破
綻
し
た
社

会
、
生
活
を
な
ん
と
か
し
て
欲

し
い
」
と
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ

国
民
が
感
じ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。今

の
ア
メ
リ
カ
は
、
人
種
差

別
よ
り
も
経
済
格
差
が
人
を
分

け
て
い
る
。

堤
さ
ん
は
二
〇
〇
一
年
九
月

十
一
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い

て
、
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
が
倒

壊
す
る
と
こ
ろ
を
目
の
前
で
見

た
そ
う
だ
。
そ
れ
以
上
に
驚
い

た
の
は
、
翌
日
か
ら
の
ア
メ
リ

カ
社
会
の
変
化
だ
そ
う
だ
。

メ
デ
ィ
ア
が
、
百
八
十
度
変

わ
っ
た
。
権
力
に
対
し
て
口
を

つ
ぐ
み
、
真
実
を
報
道
せ
ず
、

テ
ロ
に
対
し
て
の
不
安
を
煽
り

立
て
た
。
ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
よ

る
、
情
報
操
作
も
あ
っ
た
ら
し

い
。
国
民
を
不
安
に
し
、
そ
の

最
中
に
、
こ
っ
そ
り
と
戦
争
政

策
を
推
し
進
め
た
。

三
つ
の
大
き
な
政
策
が
あ
っ

た
。

①
社
会
保
障
費
を
削
減
し
、
国

民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
な
い

よ
う
に
し
た
。
逆
に
軍
事
費
を

増
や
し
、
約
六
十
兆
円
を
一
年

間
に
使
っ
て
い
る
。

②
愛
国
法
を
作
り
、
個
人
情
報

を
国
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
し

た
。

③
学
校
や
軍
の
民
営
化
を
進
め

た
。
貧
困
に
追
い
込
ん
だ
家
庭

の
子
ど
も
を
、
リ
ク
ル
ー
タ
ー

が
軍
隊
に
勧
誘
し
て
い
る
。
落

ち
こ
ぼ
れ
ゼ
ロ
法
は
、
別
名
、

経
済
的
徴
兵
制
と
言
わ
れ
て
い

る
。堤

さ
ん
は
日
本
に
帰
っ
た

時
、
劣
化
ウ
ラ
ン
の
被
害
を
訴

え
に
来
て
い
る
イ
ラ
ク
の
医
師

か
ら
、｢

イ
ラ
ク
は
被
爆
国
に

な
っ
た
。
日
本
に
来
た
理
由

は
、
日
本
は
被
爆
国
で
あ
り
、

こ
の
苦
し
み
を
分
か
っ
て
く
れ

る
。
そ
れ
と
平
和
憲
法
が
あ
る

か
ら
だ｣

と
言
わ
れ
た
そ
う

だ
。ま

た
、
世
界
の
市
民
運
動
家

か
ら
も
、
日
本
の
平
和
憲
法
九

条
が
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、

日
本
の
市
民
は
自
信
を
持
っ
て

良
い
と
言
わ
れ
た
そ
う
だ
。
さ

ら
に
、
被
爆
の
苦
し
み
を
他
の

人
に
味
わ
わ
せ
た
く
な
い
と
い

う
被
爆
者
の
存
在
に
感
動
し
、

学
ぼ
う
と
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ

人
が
い
る
と
い
う
こ
と
も
話
さ

れ
た
。

残
念
な
が
ら
、
オ
バ
マ
氏
の

政
策
は
、
戦
争
経
済
政
策
、
大

量
消
費
追
求
生
活
ス
タ
イ
ル
を

継
続
予
定
で
あ
る
。
庶
民
生
活

応
援
政
策
、
省
エ
ネ
生
活
ス
タ

イ
ル
に
チ
ェ
ン
ジ
す
る
必
要
が

あ
る
の
に
。

や
は
り
、
市
民
が
動
く
必
要

が
あ
り
、
三
つ
の
力
を
紹
介
さ

れ
た
。

①
地
域
の
政
治
家
を
育
て
る
。

批
判
す
る
よ
り
も
効
果
的
で
あ

る
。

②
大
企
業
に
対
し
て
は
、
消
費

者
、
投
資
家
と
し
て
影
響
力
を

持
て
る
。 

③
マ
ス
メ
デ
イ
ア
へ
反
応
し
、

誉
め
て
育
て
る
。 

明
る
い
方
に
焦
点
を
当
て

て
、
社
会
を
動
か
す
と
い
う
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。

人
は
、
感
動
し
た
時
と
自
己

肯
定
感
、
誇
り
を
持
っ
た
時
、

立
ち
上
が
る
。

わ
れ
わ
れ
の
本
当
の
敵
は  

｢

市
民
の
無
関
心
、
諦
め｣

で

あ
る
。
世
界
の
市
民
と
繋
が
ろ

う
。
こ
れ
ら
を
続
け
て
行
く
こ

と
で
、
世
界
は
き
っ
と
変
わ

る
。以

上
の
こ
と
を
堤
未
果
さ
ん

は
、
熱
く
熱
く
話
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
一
同
、
学
び
、
気

付
き
、
楽
し
ん
だ
講
演
会
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。一

日
目
に
行
わ
れ
た
、
郷
地

秀
夫
先
生
に
よ
る
特
別
講
演
の

概
要
と
、
そ
の
感
想
を
述
べ

る
。郷

地
先
生
は
、
兵
庫
県
で
こ

れ
ま
で
千
五
百
人
の
被
爆
者
の

診
療
に
当
た
っ
て
こ
ら
れ
、
原

爆
症
の
医
師
意
見
書
を
書
く
中

で
、
原
爆
医
療
に
お
け
る
自
分

の
過
ち
と
原
爆
症
を
深
く
学
ば

せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
述
べ
て

お
ら
れ
た
。

ま
た
、「
五
つ
の
原
爆
症
」、

「
四
つ
の
医
師
群
」
と
し
て
そ

の
思
い
を
語
っ
て
お
ら
れ
、
感

横
山
　
隆（
金
沢
市
・
外
科
） 

特
別
講
演 

… 

郷
地
秀
夫
氏 

医
師
と
し
て
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
を
支
援
し
て
き
て
 

医
師
と
し
て
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
を
支
援
し
て
き
て
 

医
師
の
認
識
が
国
民
の
意
識
を
変
え
る
 

過去最高の参加者を迎えて開かれたつどい。写真は、堤未果氏の講演会

特別講演講師の郷地秀夫氏

（
七
面
に
つ
づ
く
）

十
一
月
二
十
二
日
（
土
）、
二
十
三
日
（
日
）
の
二
日
間

に
わ
た
り
、
石
川
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

「
第
十
九
回
核
戦
争
に
反
対
し
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
医

師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
in
金
沢
」
が
開
催
さ
れ
た
。

医
師
・
医
学
生
・
医
療
関
係
者
二
百
四
十
三
人
、
市
民

三
百
二
十
九
人
、
総
勢
五
百
七
十
二
人
と
、
過
去
最
高
の
参

加
者
数
で
あ
っ
た
。

初
日
は
、
堤
未
果
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「
市
民
公
開
講
演

平
和
な
世
界
を
め
ざ
し
て―

市
民
が
で
き
る
こ
と
」、
郷
地

秀
夫
先
生
に
よ
る
「
特
別
講
演　

医
師
と
し
て
原
爆
症
認
定

集
団
訴
訟
を
支
援
し
て
き
て
」
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
全
体
会
と
し
て
、
基
調
報
告
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
イ
ン

ド
・
デ
リ
ー
大
会
報
告
、
各
地
の
反
核
医
師
の
会
か
ら
の
活

動
報
告
が
あ
っ
た
。

二
日
目
は
、「
市
民
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
後
、
ア
ピ

ー
ル
案
が
採
択
さ
れ
、
大
盛
況
の
中
、
閉
幕
し
た
。

な
お
、
つ
ど
い
終
了
後
に
は
、
下
郷
稔
さ
ん
の
ガ
イ
ド
に

て
「
兼
六
園
平
和
散
策
と
昼
食
会
」
と
い
う
オ
プ
シ
ョ
ン
企

画
も
決
行
さ
れ
た
。

今
回
の
つ
ど
い
は
、
市
民
企
画
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
つ
ど
い
全
体
を
市
民
の
み
な
さ
ん
と
創
り
上
げ
て
き
た

と
こ
ろ
に
、
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

ま
た
、
新
し
く
「
核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の
会
・
学
生

部
会
」
も
発
足
し
た
。

少
し
ず
つ
だ
が
、
着
実
に
〝
核
廃
絶
を
願
う
人
た
ち
の

輪
〞
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
確
信
で
き
た
二
日
間
で
あ
っ

た
。
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を
聞
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、
自

ら
の
意
志
で
紙
芝
居
を
作
ろ
う

と
す
る
。
子
ど
も
た
ち
の
方

が
、
わ
れ
わ
れ
大
人
よ
り
、
は

る
か
に
核
の
脅
威
に
対
し
て
真

摯
に
向
か
い
合
っ
て
い
る
。
多

分
、
そ
れ
を
見
守
る
金
森
先
生

の
存
在
あ
っ
て
こ
そ
な
の
だ
ろ

う
が
・
・
・
。

二
部
に
入
る
前
に
、
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
覆
っ
た
熱
気
に

つ
い
て
語
り
た
い
。

今
回
の
参
加
者
は
、
過
去
最

高
の
五
百
人
を
突
破
し
た
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
始
ま
る
前
に

は
、
人
類
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ

た
核
実
験
を
、
点
滅
す
る
光
で

表
現
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ

た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
と
聴
衆
が
一

体
と
な
り
、
至
る
所
で
拍
手
が

起
こ
り
、
笑
い
、
そ
し
て
涙
が

あ
っ
た
。

会
場
全
体
が
一
体
と
な
っ
た

満
足
感
は
、
多
分
こ
れ
ま
で
の

つ
ど
い
に
は
無
か
っ
た
も
の
だ

ろ
う
。
そ
う
し
た
意
味
で
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
含
め
、
こ
の
つ
ど

い
は
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
な

も
の
と
し
て
次
代
に
語
り
繋
が

れ
る
だ
ろ
う
。
今
回
誕
生
し
た

学
生
部
会
が
、
最
後
の
質
問
で

「
鎌
仲
さ
ん
の
お
話
を
全
国
に

広
げ
、
日
本
の
社
会
を
変
え
た

い
」
と
言
っ
た
言
葉
が
、
特
に

印
象
的
だ
っ
た
。

二
部
は
、
一
部
を
受

け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
の
運
動
の
現
状
と

未
来
へ
の
希
望
を
語
っ

て
も
ら
っ
た
。

梅
林
さ
ん
は
、「
東

ア
ジ
ア
非
核
化
構
想
」

を
語
り
、
世
界
に
広
が

る
非
核
化
地
域
が
、
こ

れ
か
ら
の
地
球
を
守
る

一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
る
だ
ろ
う
、
と
話
さ

れ
た
。

金
森
さ
ん
は
、
子
ど
も
は
醜

く
て
も
、
本
当
の
歴
史
、
真
実

を
知
り
た
が
っ
て
い
る
。
歴
史

を
歪
曲
し
て
は
な
ら
な
い
。
被

爆
問
題
も
六
ヶ
所
村
の
現
実

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
通
し

て
、
現
実
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
た
い
。
そ
の
日
、
会
場
に
い

た
小
原
美
由
起
さ
ん
の
お
子
さ

ん
の
お
話
は
、
と
て
も
心
に
残

っ
た
。

「
僕
は
、
平
和
運
動
を
夏
休

み
の
課
題
に
選
ん
だ
」。

そ
し
て
、
こ
の
会
の
ポ
ス
タ

ー
も
彼
の
宿
題
の
一
ペ
ー
ジ
と

な
っ
た
。

西
本
さ
ん
は
、
被
爆
者
認
定

の
流
れ
を
話
さ
れ
、
内
部
被
爆

そ
の
も
の
を
認
め
よ
う
と
し
な

い
日
本
の
現
状
を
鋭
く
指
摘
さ

れ
た
。そ
し
て
、国
民
の
支
援
を

得
た
被
爆
者
認
定
訴
訟
、
被
爆

体
験
の
継
承
を
課
題
と
し
た
。

鎌
仲
さ
ん
は
、
脱
原
発
社
会

へ
の
取
り
組
み
こ
そ
が
、
人
類

が
生
き
残
る
道
と
指
摘
さ
れ

た
。
も
は
や
失
敗
が
明
ら
か
な

六
ヶ
所
村
か
ら
撤
退
す
る
に

は
、
そ
れ
な
り
の
大
義
名
分
が

当
事
者
に
も
必
要
だ
。
そ
の
可

能
性
の
あ
る
の
が
、
原
発
下
の

活
断
層
の
存
在
で
あ
る
。
そ
の

活
用
こ
そ
が
、
六
ヶ
所
村
を
救

う
か
も
し
れ
な
い
。

銘
深
か
っ
た
。

「
五
つ
の
原
爆
症
」
と
は
次

の
と
お
り
（
左
）。

①
軍
事
原
爆
症
‥
米
軍
の
残
し

て
い
っ
た
も
の
。

②
医
学
的
原
爆
症
‥
医
師
が
築

き
あ
げ
た
も
の
。

③
政
治
的
原
爆
症
‥
国
が
定
め

た
も
の
。

④
司
法
上
の
原
爆
症
‥
裁
判
で

積
み
重
ね
確
認
さ
れ
た
も
の
。

⑤
実
相
と
し
て
の
原
爆
症
‥
被

爆
者
自
身
が
体
験
し
た
も
の
。

円
に
し
て
こ
れ
ら
「
五
つ
の

原
爆
症
」
を
現
し
て
み
る
と
、

①
＜
③
＜
④
＜
②
＜
⑤

と
な

り
、
こ
の
五
つ
の
円
が
ひ
と
つ

に
な
っ
た
と
き
、
日
本
が
世
界

の
核
兵
器
廃
絶
に
む
け
真
の
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
る
、

し
た
が
っ
て
、
医
師
は
大
き
な

力
に
な
る
位
置
に
い
る
。

次
に
、「
四
つ
の
医
師
群
」

と
は
、
ロ
バ
ー
ト
リ
フ
ト
ン
が

原
爆
を
生
き
抜
い
た
人
た
ち
の

こ
と
を
書
い
た
著
書
、『
死
の

内
の
生
命　

D
eath in L

ife

』

で
書
い
て
い
る
分
類
で
、
広
島

で
多
く
の
医
師
に
面
接
し
、
医

師
を
四
群
に
分
類
し
た
も
の
で

あ
る
。

第
一
は
、
原
爆
症
を
最
大
限

に
拡
大
し
て
解
釈
す
る
立
場
の

医
師
。

第
二
は
、
原
爆
症
を
比
較
的

広
い
立
場
で
捉
え
よ
う
と
す
る

医
師
。

第
三
は
、
原
爆
症
に
疑
義
を

挟
む
立
場
で
、「
原
爆
症
」
と

い
う
言
葉
の
妥
当
性
も
疑
っ
て

い
る
。

第
四
は
、
原
爆
症
を
否
定
す

る
立
場
で
、「
原
爆
症
」
と
い

う
言
葉
が
有
害
で
あ
り
、
純
粋

に
臨
床
学
的
観
点
か
ら
、
慢
性

の
放
射
線
影
響
と
い
う
こ
と
は

納
得
で
き
な
い
と
考
え
る
立

場
。郷

地
先
生
は
、「
自
分
が
裁

判
に
か
か
わ
る
ま
で
は
、
第
三

か
ら
第
四
の
立
場
で
あ
っ
た
。

今
は
第
一
と
第
二
の
間
に
い

る
」
と
正
直
に
述
べ
て
お
ら
れ

た
。す

べ
て
の
医
師
が
一
か
ら
二

の
立
場
に
立
て
る
よ
う
に
な
る

と
、
国
民
の
意
識
を
変
え
、
国

の
姿
勢
を
変
え
て
い
け
る
と
結

論
付
け
て
い
る
。

私
を
含
め
、
講
演
を
聞
い
て

い
た
医
師
た
ち
は
、
み
ん
な
自

分
は
ど
の
群
の
医
師
に
入
る
の

か
を
考
え
て
い
た
よ
う
に
思
わ

れ
た
。

つ
ど
い
二
日
目
は
、
午
前
中

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
開
幕
し

た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
以
下
の
四

人
で
あ
る
。

①
梅
林
宏
道
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ピ
ー
ス
デ
ポ
特
別
顧
問
）

②
鎌
仲
ひ
と
み
さ
ん
（
映
像
作

家
）

③
西
本
多
美
子
さ
ん
（
石
川
県

原
爆
被
災
者
友
の
会
事
務
局

長
）

④
金
森
俊
朗
さ
ん
（
い
し
か
わ

県
民
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
）

司
会
は
大
平
と
、
つ
ど
い
全

国
常
任
世
話
人
の
秋
山
和
雄
先

生
の
二
人
。
全
体
進
行
は
、
事

務
局
女
性
陣
の
二
人
で
あ
る
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
狙
い

で
あ
る
が
、
無
論
、「
核
兵
器

廃
絶
を
目
指
す
」
こ
と
が
最
終

目
標
で
あ
る
。
そ
の
目
標
に
対

し
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

ど
う
取
り
組
み
、
ど
う
行
動
す

れ
ば
廃
絶
が
可
能
と
な
る
の

か
、
そ
れ
を
問
い
直
す
企
画
だ

っ
た
と
言
え
る
。

進
行
上
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
二
部
構
成
で
成
り
立
っ
て
い

る
。
ま
ず
、
参
加
者
に
対
し

て
、
あ
る
程
度
の
核
（
兵
器
）
予
備
知
識
？
を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
過
去
と
現
状
に
対

し
て
専
門
家
の
お
話
を
伺
っ

た
。
そ
し
て
二
部
の
未
来
へ
の

運
動
を
現
実
の
土
壌
か
ら
議
論

し
た
。

最
初
に
西
本
さ
ん
が
、
広
島

被
爆
の
体
験
を
話
さ
れ
た
。
当

時
四
歳
だ
っ
た
彼
女
が
、
間
一

髪
の
と
こ
ろ
で
助
か
り
母
と
逃

げ
ま
ど
う
シ
ー
ン
は
、
何
度
お

聞
き
し
て
も
胸
が
詰
ま
る
。
会

場
に
居
並
ぶ
聴
衆
が
、
水
を
打

っ
た
よ
う
に
静
ま
り
返
っ
て
い

た
こ
と
が
印
象
的
だ
っ
た
。

次
い
で
、
梅
林
さ
ん
が
、
核

兵
器
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の

か
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。
爆
発

の
瞬
間
に
す
で
に
核
兵
器
が
侵

し
た
空
間
は
、
制
御
不
能
の
世

界
と
な
っ
て
い
る
・
・
・
、
そ

の
指
摘
は
、
人
類
の
愚
か
さ
を

ま
ざ
ま
ざ
と
示
し
て
い
る
。
そ

の
核
兵
器
が
世
界
に
拡
散
し
、

今
な
お
二
万
一
千
発
の
核
弾
頭

が
存
在
し
て
い
る
。

鎌
仲
さ
ん
は
、
核
兵
器
を
少

し
離
れ
、
青
森
県
六
ヶ
所
村
再

処
理
工
場
か
ら
垂
れ
流
さ
れ
る

放
射
能
の
実
態
と
内
部
被
爆
の

脅
威
に
つ
い
て
、
彼
女
独
特
の

テ
ン
ポ
で
ス
ト
レ
ー
ト
に
話
さ

れ
た
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
能
の

放
射
性
廃
棄
物
、
何
兆
円
も
の

お
金
を
つ
ぎ
こ
ん
で
も
、
こ
の

事
業
を
進
め
よ
う
と
す
る
強
い

国
家
の
意
思
。
そ
こ
に
は
、
人

間
不
在
の
権
力
の
論
理
だ
け
が

あ
る
と
、
多
く
の
人
が
感
じ
た

こ
と
だ
ろ
う
。

金
森
さ
ん
は
、
被
爆
体
験
を

子
ど
も
に
語
り
継
ぐ
運
動
を
実

践
の
中
で
語
ら
れ
た
。
金
森
節

と
で
も
言
う
べ
き
子
ど
も
の
言

葉
を
借
り
て
の
訴
え
は
、
い
つ

聞
い
て
も
す
ご
い
。
被
爆
体
験

副
会
長
　
大
平
　
政
樹（
金
沢
市
・
外
科
） 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
し
て
〜
わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
こ
と
〜
 

核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
し
て
〜
わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
こ
と
〜
 

会
場
を
包
み
込
ん
だ
連
帯
感
 

梅
林
宏
道
氏
・
鎌
仲
ひ
と
み
氏
・
西
本
多
美
子
氏
・
金
森
俊
朗
氏 

（図）5つの原爆症 

q軍事 

e政治 

r司法 

w医師の 
　原爆症 

t被爆の 
　実相 

シンポジウムのパネリスト

シンポジウム会場も、たくさんの参加者で埋められた

（
六
面
の
つ
づ
き
）

反核・平和活動交流に保険医協会も出展
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石川県の銘酒と鶴来の料亭を訪ねて 
㈱小堀酒造店（萬歳楽）＆和田屋 

【お話し】萬歳楽醸造元㈱小堀酒造店社長　小堀幸穂さん 
2009年2月15日（日） 
20人（人数限定・先着順です） 
お一人　7,000円 

会員、家族、スタッフの方々 

主催／石川県保険医協会 
TEL：076（222）5373  FAX：076（231）5156　E-mail：iskw_sugino@doc-net.or.jp

石川県保険医協会・冬の文化企画　 3

と　き 

定　員 

参加費 

参加者 

と　き 

定　員 

参加費 

参加者 

※詳しくは案内チラシをご覧ください。 

定員
に達
しまし

た 

囲 碁

（解答は4面にあります） （解答は4面にあります） 

持
駒
　
金
銀 

黒先　5分で1、2級以上 
〈ヒント〉 一手目が白の眼形を奪う 
　　　　急所の一着です。 

〈ヒント〉飛車の守りをそらす…。 
 10分で1級 

■出題　九段　石榑郁郎 
■出題　九段　西村一義 

123456

一 

二 

三 

四 

五 

六 

飛 

歩 

歩 

玉 

初級編 初級編 

竜 

静岡県清水市（現静岡市清水区）で 38 年間開業している乾達医師（乾

医院）が作る月刊院内紙『いのち』は、昨年４月で 250 号になった。

これらは縮刷版として、現在までに７冊の単行本となっている。

今回は、『いのち』を通じて、開業医乾達の生き方を考えてみる。

● ● ● ● ● ●【読んだ本（著者はいずれも乾達）】● ● ● ● ● ●

『いのち』縮刷版は、全部で７冊刊行されていて、４～５冊購入した記

憶があるが、残念ながら上の３冊以外は散逸してしまった。

◎乾医師の略歴

今まで、乾氏自身の履歴は、断片的にしか語っていなかったが、Ⅶでか

なり詳細に自身の軌跡を述べている。

氏は 1962 年、日本医大卒で、今年 73 歳。教養２年の時「医師としての

将来」に疑問を持ち、悩んで１年間休学、復学後 60 年安保では、医学連

執行委員となり、当時の羽田闘争では、逮捕留置の経験もする。また６年

時に当時の日本医大学長就任反対闘争で運動の先頭に立ち、除籍処分一歩

手前まで行くも、何とか卒業。が、日医大からパージされ、東京医科歯科

大病理、長野県佐久病院、青梅市立病院などで臨床と解剖をやったと言

う。1970 年、父の開業する清水市に戻り、開業医としての第一歩を踏む。

乾医師のその後の生き方に決定的な影響を与えたのが、哲学者で教育学者

の林竹二氏の教育論である。

「子どもを受け止め、子どもの可能性を引き出すのが教育（者）の役割」。

同様「患者を支え、不安を受け止め患者自身の治癒能力を引き出すのが、

医療の役目」。医師の役割はそんな治療を提供する工夫の努力を繰り返す

ことである。

この考えで 38 年間、一貫して診療活動を続けてこられたのである。

◎院内紙『いのち』と乾医院における診療活動と社会活動

『いのち』は、乾医院の受付に置かれるタブロイド判月刊院内紙。４ペ

ージ建てで、創刊以来「手書き」を守っている。

第１面は乾医師の主張、もちろん疾病に関する記述もあるが、特に憲法

改定に関する危機感。戦争、最近では、イラク・アフガン戦争に反対する

主張、教育基本法改定についての危機感など、反戦争、反ナショナリズム

の持論を全面に出している。

疾病に関する記事は２、３面に多いが、あくまで「病気を治すのは患者

が主体」との姿勢を貫く。

さらに、ギリシャ哲学、漢方医学、キリスト教、仏教、儒教思想の紹介

など驚くべきほどの教養である。

４面は、患者向けの通知・案内、職員の書いた文章など。

乾医師の活動ですごいと思うのは、毎週１回、院内の講義室で「人間の

医学講座」を 30 数年に渡って開催してきたことである。しかも月１回は、

必ず「糖尿病学級」を組み入れ、そこで使うスライドなどは、すべて乾医

師の手作りであることである。糖尿病こそ、患者主体の医療として、最も

大事な疾患だからであろう。

さらに驚かされるのは、院外の社会的活動として、例えば 1979 年から

清水地域医療研究会を立ち上げ、地域でのリハビリ活動を組織して、実践

活動を展開。また、1987 年より、地域に生きる精神障害者のための生活

支援組織の創立に関与。現在、精神障害者生活支援NPO法人設立。苦労

を重ねながら、共同作業所の運営にも携わっていることである。

このような乾氏であるが、革新団体・民主組織など組織には一切加入せ

ず、言わば一匹狼であるのも驚嘆する。

◎若い開業医の皆様へ　－乾医師の生き様から学ぶ－

開業以来、乾医師の医療に対する姿勢は一貫している。私は、ぜひ前途

洋々の若い開業医の方々、あるいは開業医として地域医療を目指す医師の

皆様に、この本を読んで頂きたいと思う。もちろん簡単にまねのできる活

動ではない。しかし彼の、患者の自覚と自立を確立するという精神は、

日々の診療に活かすべきと思う。

もう一つ大事なことは、開業医の日々診療活動（院内、在宅など院外問

わず）は、多彩で多忙なものであるが、今の日本社会の現状が患者にとっ

ても安全で、戦争に巻き込まれない平和な状況であるかということについ

ても、センシティブであって欲しい。別に反戦活動をせよと言っているわ

けではないが、常に思うところである。

③一開業医の健康新聞
　「いのち」縮刷版  Ⅶ
●出版：白澤社／現代書館
 （2008 年）

②一開業医の健康新聞
　「いのち」縮刷版  Ⅵ
●出版：白澤社／現代書館
 （2004 年）

①一開業医の健康新聞
　「いのち」縮刷版  Ⅲ
●出版：径書房（1989 年）

エリザベス・キャブラ－・ロスの生き方と須原一秀の哲学的自死 ○テーマ─ ○テーマ─ 「死に方と生き方」を考える 開業医の院内紙より学ぶ、ある医師の生き方 

喜多　徹（野々市町・内科） 

複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 

21その 
 

読書教室 
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◆ 伍賀　一道 ◆
（金沢市・金沢大学教授）

座談会 ワーキングプアと社会保障 ワーキングプアと社会保障 
格差社会が招く健康被害から、患者を守るため 

医
療
従
事
者
に
求
め
ら
れ
る
、
病
気
の
背
景
に
あ
る
生
活
困
難
へ
の
配
慮 

医
療
従
事
者
に
求
め
ら
れ
る
、
病
気
の
背
景
に
あ
る
生
活
困
難
へ
の
配
慮 

「
貧
困
に
よ
る
健
康
破
壊
、健
康
破
壊
か
ら
深
ま
る
貧
困
」
の
悪
循
環
を
断
つ
た
め
に 

「
貧
困
に
よ
る
健
康
破
壊
、健
康
破
壊
か
ら
深
ま
る
貧
困
」
の
悪
循
環
を
断
つ
た
め
に 

伍賀　一道 
（金沢市・金沢大学教授） 

井上　　登 
（金沢市・自交総連石川地連書記長） 

吉原　和代 
（金沢市・城北病院ＭＳＷ） 

服部　　真 
（理事／金沢市・城北病院産業医療科） 

喜多　　徹 
（副会長／野々市町・喜多内科医院院長） 

座 談 会 出 席 者 
（敬称略） 

司会 

【資料1】 

500万円以上 200～500万円 200万円未満 

0

5000

10000

15000

20000

25000

正規雇用 

10,089

23,799

12,362

2,189

12,362

1,193

2,189

5,237

2,787

191

非正規雇用 

（単位：千人） 

年間所得の雇用形態別人員（2007年, 男性） 
（非正規雇用は15～24歳の在学者を除く） 
〈出所〉「就業構造基本調査」（2007年）より算出 

派
遣
法
「
改
正
」
が
招
い
た
 

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
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急
増
加
 

派
遣
法
「
改
正
」
が
招
い
た
 

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
急
増
加
 

【
司
会
（
喜
多
）】
今
回
の
新
年

号
座
談
会
で
は
、
小
泉
構
造
改

革
時
代
よ
り
顕
著
に
な
っ
た
、

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
格
差
社
会

の
問
題
を
取
り
上
げ
ま
す
。

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
問
題
を

通
じ
て
、
今
後
の
社
会
や
社
会

保
障
の
在
り
方
、
医
療
機
関
に

期
待
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
金
沢
大
学
の
伍
賀
先

生
に
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
問
題

の
背
景
と
、
深
刻
化
し
た
要
因

の
解
説
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
伍
賀
】
今
日
の
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
の
増
加
は
、
非
正
規
雇
用

の
増
加
と
不
可
分
で
す
。
二
〇

〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
の
五

年
間
で
、
労
働
者
は
二
百
三
十

七
万
人
増
え
ま
し
た
が
、
そ
の

う
ち
九
十
四
％
が
低
所
得
層

で
、
年
間
所
得
二
百
万
円
未
満

の
労
働
者
は
百
五
十
七
万
人
、

二
百
五
十
万
円
未
満
は
二
百
二

十
三
万
人
（
男
性
七
十
六
万

人
、
女
性
百
四
十
七
万
人
）
増

加
し
ま
し
た
。

総
務
省
「
就
業
構
造
基
本
調

査
」（
二
〇
〇
七
年
）
に
よ
れ

ば
、
労
働
者
全
体
五
千
百
八
十

九
万
人
の
中
で
、
年
間
所
得
が

二
百
万
円
に
満
た
な
い
人
は
三

十
二
・
三
％
、
三
百
万
円
未
満

ま
で
広
げ
る
と
五
一
・
九
％
に

達
し
ま
す
（
十
五
歳
〜
二
十
四

歳
の
在
学
者
を
除
く
）。

年
間
所
得
二
百
万
円
未
満
層

の
八
割
近
く
を
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
労
働

者
、
契
約
社
員
な
ど
の
非
正
規

雇
用
労
働
者
が
占
め
、
非
正
規

雇
用
の
八
割
近
く
は
二
百
万
円

未
満
で
す
（
資
料
1
）。

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
近
年
社

会
問
題
化
し
た
背
景
は
、
第
一

に
、
低
賃
金
の
非
正
規
雇
用
が

若
年
層
や
男
性
に
広
が
っ
て
き

た
こ
と
で
す
。
一
九
九
七
年
か

ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
の
十
年
間

に
、
男
性
正
社
員
が
三
百
万
人

減
少
し
、
非
正
規
雇
用
が
逆
に

二
百
五
十
七
万
人
増
加
し
た
た

め
、
お
よ
そ
三
千
万
人
の
男
性

労
働
者
の
三
分
の
一
が
、
年
間

所
得
三
百
万
円
未
満
で
す
。

第
二
は
、
働
か
せ
方
の
不
安

定
化
、
短
期
化
、
細
切
れ
化
で

す
。
こ
れ
ま
で
も
中
小
零
細
企

業
に
働
く
人
た
ち
は
低
賃
金
で

し
た
が
、
雇
用
の
継
続
を
期
待

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
日

で
は
「
日
雇
い
派
遣
」
の
よ
う

に
、「
明
日
の
こ
と
は
分
か
ら

な
い
」
働
き
方
・
働
か
せ
方
が

広
が
っ
た
た
め
、
技
能
と
経
験

を
蓄
積
し
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
の
「
貧
し
さ
」
と

は
、
単
に
所
得
の
低
さ
だ
け
で

な
く
、
将
来
の
見
通
し
が
な

く
、
職
場
に
信
頼
で
き
る
仲
間

が
い
な
い
こ
と
で
す
。

第
三
に
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

の
増
加
は
、
正
社
員
の
働
き

方
・
働
か
せ
方
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

「
い
く
ら
で
も
代
わ
り
の
人
が

待
っ
て
い
る
か
ら
ね
」
と
い
う

上
司
の
言
葉
は
、
労
働
者
に
サ

ー
ビ
ス
残
業
や
休
日
出
勤
を
強

い
る
に
は
十
二
分
で
す
。
成
果

を
た
え
ず
出
し
続
け
な
い
と
、

い
つ
派
遣
社
員
に
と
っ
て
代
わ

ら
れ
る
か
も
分
か
ら
な
い
と
い

う
不
安
な
状
態
の
中
で
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
広
が
っ

た
背
景
は
、
第
一
に
、
地
球
規

模
で
の
企
業
間
競
争
の
激
化
に

よ
っ
て
、
働
か
せ
方
の
ル
ー
ル

を
ゆ
が
め
る
圧
力
が
高
ま
っ
た

こ
と
で
す
。
企
業
は
リ
ス
ト
ラ

を
進
め
、
正
規
雇
用
を
非
正
規

雇
用
に
代
え
て
、
雇
用
の
弾
力

化
（
必
要
な
時
に
、
必
要
な
技

能
を
も
つ
労
働
者
を
、
必
要
な

人
数
だ
け
動
員
で
き
る
雇
用
管

理
）
を
進
め
ま
し
た
。

一
九
九
五
年
に
日
本
経
営
者

団
体
連
盟
（
日
経
連
）
が
『
新

時
代
の
「
日
本
的
経
営
」』
を

提
唱
し
ま
し
た
が
、
実
際
の
雇

用
管
理
は
そ
れ
を
上
回
る
展
開

を
見
せ
ま
し
た
。

第
二
に
、
政
府
は
労
働
分
野

の
規
制
緩
和
政
策
に
よ
っ
て
、

雇
用
の
弾
力
化
を
積
極
的
に
支

援
し
ま
し
た
。
政
府
の
支
え
な

し
に
は
雇
用
の
弾
力
化
が
、
今

日
の
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
こ

年間所得200万円未満のワーキングプアが、労働者全体

の3分の1に達し、その8割を占める派遣などの非正規雇用

者には、ストレスやうつ、睡眠障害、結核などが多発してい

ます。

一方、正規雇用でもワーキングプアの代表がタクシー運転

手で、心疾患が多発し、有病高齢者が長時間深夜労働をして

いるため、運転中の急死や事故が増えています。

ワーキングプアのため医療にかかれない方が増えています

が、医療機関には、「貧困による健康破壊、健康破壊から深

まる貧困」という悪循環を断ち切

る役割が期待されています。

この座談会は11月上旬に実施

され、現在深刻な派遣切り、雇い

止めや失業の問題を議論すること

ができませんでした。これらの問

題を含めて、医療従事者も、病気

の背景にある生活の困難に気づく

力を高め、事例やデータを発信し、

貧困撲滅のネットワークに加わる

ことが求められています。
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【資料2】 

H19年全産業の（男）の年間賃金 

H19年タクシー運転者（男）の年間賃金 

資料：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」 
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◆ 吉原　和代 ◆
（金沢市・城北病院ＭＳＷ）

と
は
明
ら
か
で
す
。
労
働
分
野

の
規
制
緩
和
は
一
九
九
〇
年
代

半
ば
よ
り
進
み
ま
し
た
が
、
一

九
九
九
年
の
労
働
者
派
遣
法

「
改
正
」
が
重
要
で
し
た
。
派

遣
労
働
の
対
象
業
務
は
、
従
来

の
「
専
門
的
二
六
業
務
」
に
限

ら
ず
、
原
則
自
由
化
さ
れ
ま
し

た
（
た
だ
し
建
設
、
港
湾
運

送
、
警
備
、
医
療
、
製
造
業
務

の
派
遣
は
禁
止
）。「
日
雇
い
派

遣
」
も
、
こ
の
法
「
改
正
」
を

機
に
、
急
速
に
拡
大
し
ま
し

た
。

続
い
て
二
〇
〇
三
年
の
派
遣

法
「
改
正
」
に
よ
っ
て
、「
二
六

業
務
」
に
つ
い
て
期
間
の
制
限

な
く
長
期
に
派
遣
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
「
二
六

業
務
」
以
外
の
業
務
へ
の
派
遣

期
間
の
上
限
を
三
年
に
延
長

し
、
製
造
業
務
へ
の
派
遣
も
合

法
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

て
、
日
本
の
大
企
業
の
製
造
現

場
で
派
遣
労
働
を
使
う
こ
と
が

標
準
に
な
り
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
が
急
速
に
拡
大
し
た
の
で

す
。

【
司
会
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
の
問
題
が
、
政
策
的
に
作
ら

れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
よ

く
分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
自
交
総
連
の
井

上
さ
ん
に
は
、
特
に
タ
ク
シ
ー

業
界
の
問
題
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
井
上
】
正
規
雇
用
だ
け
ど
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
い
う
職
種
の

代
表
が
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手
で

す
。昨

年
の
タ
ク
シ
ー
労
働
者
の

年
間
労
働
時
間
が
二
千
四
百
六

十
時
間
と
長
い
の
に
、
年
収
は

全
国
平
均
で
二
百
七
十
七
万
円

で
す
。
石
川
県
で
は
百
九
十
四

万
円
で
、
沖
縄
百
八
十
三
万

円
、
鹿
児
島
百
八
十
七
万
円
に

次
い
で
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
三
で

す
（
資
料
2
）。

「
規
制
緩
和
で
タ
ク
シ
ー
は

失
業
者
の
受
け
皿
に
な
っ
た
」

「
だ
か
ら
失
敗
で
は
な
か
っ
た
」

な
ど
と
麻
生
首
相
が
語
っ
て
い

ま
す
が
、
実
際
は
、
会
社
が
支

度
金
を
十
〜
二
十
万
円
積
ん
で

も
運
転
手
が
集
ま
ら
な
い
、

「
失
業
者
で
す
ら
見
向
き
も
し

な
い
」
業
界
と
な
っ
て
い
ま

す
。タ

ク
シ
ー
の
売
り
上
げ
ピ
ー

ク
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
が
始
ま
っ

た
一
九
九
一
年
で
す
が
、
そ
の

と
き
で
も
年
収
は
全
国
平
均
三

百
八
十
二
万
円
（
石
川
三
百
六

十
六
万
円
）
で
、
全
産
業
男
性

労
働
者
の
五
百
三
十
三
万
円
と

は
百
五
十
一
万
円
も
の
格
差
が

あ
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
に
、
中
部
運
輸

局
は
金
沢
交
通
圏
の
需
要
に
見

合
っ
た
適
正
台
数
を
七
百
六
十

七
台
と
し
、
当
時
で
も
三
百
七

十
八
台
過
剰
だ
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
な
の
に
道
路
運
送

法
が
二
〇
〇
二
年
に
改
悪
さ

れ
、
タ
ク
シ
ー
労
働
者
の
年
収

は
、
坂
を
転
げ
落
ち
て
い
き
ま

し
た
。

二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
七

年
で
、
全
国
で
タ
ク
シ
ー
が
一

万
七
千
台
増
え
ま
し
が
、
輸
送

人
員
は
逆
に
一
億
二
千
六
百
人

減
少
し
ま
し
た
。
金
沢
市
も
、

同
じ
時
期
に
、
車
両
が
二
百
七

十
三
台
も
増
え
た
一
方
で
、
輸

送
人
員
は
三
十
八
万
人
減
り
ま

し
た
。
一
日
一
台
当
た
り
の
運

送
収
入
は
六
千
三
百
円
も
減
少

し
、
二
万
百
十
三
円
に
な
り
ま

し
た
。

タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
多
く
が

月
十
五
回
の
隔
日
勤
務
で
、
運

送
収
入
に
対
し
て
お
よ
そ
五
〇

％
の
出
来
高
給
で
す
か
ら
、
賃

金
は
月
に
十
五
万
、
年
間
百
八

十
万
円
で
す
。
直
近
の
二
〇
〇

八
年
九
月
に
は
一
日
一
車
平
均

運
収
が
一
万
八
千
四
百
十
六
円

に
落
ち
込
み
、
賃
金
は
約
十
四

万
円
、
手
取
り
だ
と
十
万
を
切

っ
て
し
ま
う
、
ま
さ
に
絵
に
描

い
た
よ
う
な
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

で
す
。

タ
ク
シ
ー
は
公
共
輸
送
機
関

の
一
種
で
す
が
、
遊
び
に
出
か

け
る
、
飲
み
に
出
か
け
る
、
そ

ん
な
国
民
生
活
の
余
裕
が
あ
っ

て
初
め
て
忙
し
く
な
る
乗
り
物

で
す
。
タ
ク
シ
ー
事
業
は
、
小

泉
構
造
改
革
路
線
が
痛
め
つ
け

た
国
民
生
活
か
ら
く
る
需
要
の

減
少
と
、
規
制
緩
和
に
よ
る
過

当
競
争
と
い
う
二
重
の
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

自
殺
す
る
一
歩
手
前
な
ど
、
 

ギ
リ
ギ
リ
受
診
が
増
え
て
 

自
殺
す
る
一
歩
手
前
な
ど
、
 

ギ
リ
ギ
リ
受
診
が
増
え
て
 

【
司
会
】
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
城
北
病
院
の
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
吉
原
さ

ん
、
病
院
で
は
ど
の
よ
う
な
事

態
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
お

話
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
吉
原
】
う
ち
の
病
院
は
駅
か

ら
近
い
こ
と
や
労
働
組
合
か
ら

の
相
談
も
多
い
の
で
、
医
療
費

問
題
や
生
活
相
談
が
、
日
々
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
自
営
業
の
方
が
、
二
〇

〇
一
年
ご
ろ
か
ら
受
注
が
減
っ

て
借
金
が
始
ま
り
、
気
づ
い
た

ら
五
百
万
円
近
い
借
金
で
破
産

し
、
取
り
立
て
が
ど
ん
ど
ん
増

え
て
、
も
う
死
ぬ
こ
と
し
か
考

え
ら
れ
な
く
な
っ
た
・
・
・
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
追
い
込
ま
れ

ま
し
た
。
民
主
商
工
会
や
あ
す

な
ろ
会
と
い
う
ク
レ
ジ
ッ
ト
・

サ
ラ
金
被
害
者
の
会
の
援
助
が

あ
っ
て
、
自
殺
す
る
一
歩
手
前

で
、
病
院
に
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。し

か
し
、
病
院
に
運
び
込
ま

れ
て
き
て
も
、
す
ぐ
に
は
頼
ろ

う
と
い
う
気
持
ち
に
は
な
れ
な

い
ん
で
す
ね
。
本
人
さ
ん
が
生

活
保
護
の
決
心
を
す
る
ま
で

に
、
一
カ
月
以
上
も
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。
本
当
に
ぎ
り
ぎ

り
ま
で
い
か
な
い
と
、
な
か
な

か
自
分
か
ら
助
け
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
状
況

が
、
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ

た
五
十
歳
代
後
半
の
方
は
、
リ

ス
ト
ラ
さ
れ
て
失
業
保
険
に
入

る
ま
で
の
間
の
生
活
も
ま
ま
な

ら
ず
、
タ
ク
シ
ー
の
バ
イ
ト
で

何
と
か
し
の
い
で
い
た
の
で
す

が
、
十
分
な
収
入
が
得
ら
れ

ず
、
所
持
金
が
あ
と
数
百
円
と

い
う
状
態
で
病
院
に
運
ば
れ
て

き
ま
し
た
。

蓄
え
が
な
い
状
況
で
仕
事
を

失
い
、
生
活
が
破
綻
し
、
健
康

被
害
も
発
生
し
て
、
自
分
の
力

で
は
解
決
が
で
き
な
い
と
こ
ろ

に
一
気
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
う

実
態
が
、
た
く
さ
ん
起
き
て
い

ま
す
。

病
気
の
デ
パ
ー
ト
 

タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
 

病
気
の
デ
パ
ー
ト
 

タ
ク
シ
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ド
ラ
イ
バ
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【
司
会
】
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
服
部
先
生
、
産

業
医
の
立
場
で
発
言
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
服
部
】
ふ
だ
ん
お
つ
き
合
い

を
し
て
い
る
方
は
、
会
社
の
健

康
診
断
を
受
け
る
人
が
主
で
す

の
で
、
比
較
的
恵
ま
れ
た
環
境

に
あ
る
労
働
者
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
タ
ク
シ
ー

の
運
転
手
や
派
遣
の
方
々
は
、

健
康
上
も
大
変
厳
し
い
状
況
で

す
。タ

ク
シ
ー
運
転
手
は
、
病
気

持
ち
の
方
が
多
く
、
病
気
の
デ

パ
ー
ト
と
言
っ
て
い
い
く
ら
い

で
す
。
心
疾
患
に
な
る
方
や
心

が
夜
勤
を
し
て
い
ま
す
。

さ
す
が
に
月
に
百
時
間
以
上

も
残
業
を
し
ま
す
と
、
い
ら
い

ら
し
た
り
、
憂
う
つ
に
な
っ
た

り
、
途
中
で
目
が
覚
め
る
方
が

一
方
、
あ
る
派
遣
会
社
で
は

三
〇
％
ぐ
ら
い
が
月
百
時
間
以

上
の
残
業
を
し
て
お
り
、
一
番

多
い
方
は
、
残
業
が
月
二
百
時

間
と
い
う
、
と
て
つ
も
な
い
長

時
間
労
働
で
し
た
。
四
割
の
方

あ
る
派
遣
会
社
で
は
 

月
二
百
時
間
の
残
業
も
 

あ
る
派
遣
会
社
で
は
 

月
二
百
時
間
の
残
業
も
 

疾
患
で
亡
く
な
る
方
が
、
他
職

種
に
比
べ
て
二
倍
多
い
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
約
一
割

が
心
臓
の
病
気
を
持
ち
、
六
％

ぐ
ら
い
が
冠
動
脈
の
手
術
や
カ

テ
ー
テ
ル
治
療
を
受
け
て
い
ま

す
。原

因
と
し
て
、
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
血
症
や
糖
尿
病
の
方
が

多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

高
度
喫
煙
者
も
多
い
こ
と
に
加

え
、
夜
間
の
長
時
間
労
働
の
た

め
に
、
夜
の
血
圧
、
血
糖
や
脂

肪
の
値
が
悪
化
す
る
こ
と
も
分

か
っ
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
や

緊
張
と
い
う
、
運
転
労
働
そ
の

も
の
に
よ
る
影
響
も
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
も
と
も
と
は
他
の
職

業
で
心
臓
病
の
た
め
に
前
の
会

社
を
ク
ビ
に
な
り
、
肉
体
労
働

が
で
き
な
い
た
め
に
タ
ク
シ
ー

運
転
手
に
な
っ
た
方
も
い
ま

す
。タ

ク
シ
ー
運
転
手
で
は
、
健

診
で
肺
に
異
変
が
見
つ
か
っ
て

も
、
な
か
な
か
来
院
し
て
い
た

だ
け
な
い
。
検
査
で
ガ
ン
だ
と

診
断
さ
れ
て
も
、
治
療
は
し
た

く
な
い
、
今
の
と
こ
ろ
元
気
だ

か
ら
と
に
か
く
働
け
る
だ
け
働

く
・
・
・
と
言
う
。
い
よ
い
よ

具
合
が
悪
く
な
っ
て
、
入
院
を

し
て
一
〜
二
週
間
で
亡
く
な
っ

ち
ゃ
う
、
そ
う
い
う
事
例
が
続

い
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
仕
事
に
出
て
こ
な

い
の
で
会
社
の
寮
を
見
に
い
っ

た
ら
、
す
で
に
死
ん
で
い
た
方

も
い
ま
し
た
。
そ
の
方
の
お
部

屋
は
、
と
て
も
人
が
住
ん
で
い

た
と
思
え
な
い
よ
う
な
状
態
で

し
た
。
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【資料3】 世界保健機関ヨーロッパ事務局が改善を求めている健康の社会的決定要因 

（出所）『健康の社会的決要因 確かな事実の探求 第二版』健康都市会議（2004年）http://www.prof-tt-
publichealth.com/pdf/solidfacts.pdfの社会的決定要因10項目を著者が解説した 

 1. 社会格差　社会の下層は上層に比べ、物理的心理的要因の影響により病気や死亡が多い 

 2. ストレス　長く続く心配・自信喪失・孤立・コントロール欠如などは精神と身体を害する 

 3. 幼少期　胎児期や乳幼児期における発達や教育の健康への影響は生涯続く 

 4. 社会的排除　貧困や差別は生活環境やサービスの悪化とストレスにより健康を害する 

 5. 労働　職場環境や職場ストレス、特にコントロール度の低下は病気を増加させる 

 6. 失業　失業や不安定な仕事は他の要因を考慮しても精神衛生の悪化や早死に関連する 

 7. 社会的支援　社会的支援システムと良好な人間関係は健康保持に大きく貢献する 

 8. 薬物依存　アルコール・薬物依存や喫煙は社会的・経済的に不利な状況と関連している 

 9. 食品　社会的・経済的状況により食事の質が左右され、健康の不平等が生じる 

10. 交通　公共輸送システムの整備は運動量を増やし、事故や大気汚染を減らし、結びつきを強める 

◆ 服部　真 ◆
（理事／金沢市・城北病院産業医療科）

タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
 

運
転
中
の
急
性
死
も
増
え
て
 

タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
 

運
転
中
の
急
性
死
も
増
え
て
 

増
え
ま
す
。
三
十
歳
代
の
方
二

人
が
、
結
核
を
発
症
し
て
お
り

ま
す
。

【
司
会
】
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の

過
酷
な
労
働
条
件
に
伴
う
深
刻

な
健
康
状
態
に
つ
い
て
、
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
井
上
さ

ん
か
ら
も
補
足
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
井
上
】
タ
ク
シ
ー
事
業
の
規

制
緩
和
の
影
響
は
、
一
つ
は
タ

ク
シ
ー
労
働
者
の
生
活
と
健
康

の
一
層
の
悪
化
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
そ
れ
に
よ
る
利
用
者

の
安
全
・
安
心
の
崩
壊
で
す
。

タ
ク
シ
ー
は
、
深
夜
や
臨
時

の
移
動
、
障
が
い
の
あ
る
人
・

高
齢
者
な
ど
、
移
動
制
約
者
の

交
通
権
を
保
障
す
る
た
め
に
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
乗
り
物
で

す
。タ

ク
シ
ー
事
業
は
、
資
本
金

一
千
万
円
未
満
で
、
車
両
数
な

ら
三
十
台
ま
で
の
企
業
が
八
〇

％
を
超
え
、
従
業
員
な
ら
三
十

人
以
下
の
企
業
が
七
五
％
も
占

め
る
、
極
め
て
零
細
な
業
界
で

す
。
そ
ん
な
業
界
に
、
過
酷
な

競
争
が
持
ち
込
ま
れ
た
結
果
、

ど
う
な
っ
た
か
。

二
〇
〇
八
年
八
月
、
安
売
り

で
業
界
に
乗
り
込
ん
だ
新
規
参

入
事
業
所
が
、「
健
康
診
断
を

実
施
し
て
い
な
か
っ
た
」「
運

転
者
の
健
康
状
態
の
把
握
を
怠

っ
て
い
た
」
と
し
て
、
運
輸
局

か
ら
行
政
処
分
を
受
け
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
賃
金
が
低
す
ぎ

る
か
ら
「
給
料
か
ら
何
も
引
か

れ
た
く
な
い
」
と
い
う
労
働
者

と
、「
人
件
費
を
削
り
た
い
」

と
い
う
会
社
の
思
い
が
一
致
し

て
、
厚
生
年
金
や
健
康
保
険
に

入
ら
ず
、
運
転
者
登
録
セ
ン
タ

ー
に
も
登
録
せ
ず
に
仕
事
を
す

る
運
転
手
が
増
え
て
い
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
労
働
者
の
高
齢
化

も
深
刻
で
す
。
石
川
県
の
タ
ク

シ
ー
労
働
者
の
平
均
年
齢
は

六
十
・
八
歳
で
、
私
の
職
場
で

は
六
十
三
歳
で
す
。

二
〇
〇
八
年
十
月
二
十
三

日
、
金
沢
の
無
線
配
車
セ
ン
タ

ー
に
、
お
客
さ
ん
か
ら
「
運
転

手
が
お
か
し
な
運
転
し
て
い

る
」
と
い
う
電
話
が
入
っ
て
、

そ
の
車
は
縁
石
に
乗
り
上
げ
て

停
車
し
ま
し
た
。
糖
尿
病
で
週

三
回
透
析
を
受
け
て
い
た
六
十

六
歳
の
運
転
手
が
、
業
務
中
に

脳
内
出
血
を
起
こ
し
て
し
ま
っ

た
ケ
ー
ス
で
す
。

全
国
で
も
、
二
〇
〇
二
年
の

規
制
緩
和
実
施
を
境
目
に
し

て
、
タ
ク
シ
ー
労
働
者
の
運
転

中
の
急
性
死
や
健
康
状
態
に
起

因
す
る
事
故
件
数
が
、
三
倍
に

も
増
え
ま
し
た
。
病
気
の
高
齢

者
が
長
時
間
・
深
夜
労
働
を
繰

り
返
し
て
い
る
の
が
、
今
の
タ

ク
シ
ー
の
実
態
で
す
。

に
、
国
民
健
康
保
険
料
の
高
さ

が
あ
り
ま
す
。
失
業
し
た
時

は
、
一
番
お
金
も
無
く
生
活
も

【
司
会
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
大
変
深
刻
な
状
況
で

す
ね
。

吉
原
さ
ん
に
お
尋
ね
し
ま

す
。
無
保
険
者
が
病
院
に
来
ら

れ
る
こ
と
は
、
結
構
あ
り
ま
す

か
。

【
吉
原
】
つ
い
最
近
の
事
例
で

す
が
、
普
通
に
外
来
に
受
診
さ

れ
て
い
た
方
が
、
実
は
無
保
険

で
し
た
。
保
険
料
が
た
く
さ
ん

た
ま
っ
て
相
談
に
行
っ
た
ら
、

滞
納
し
た
保
険
料
を
払
え
と
言

わ
れ
、
高
い
滞
納
保
険
料
を
払

う
ぐ
ら
い
な
ら
、
病
院
で
実
費

を
払
っ
た
ほ
う
が
安
い
と
思
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
歯
の
治
療

も
し
て
、
あ
る
月
に
は
十
八
万

円
も
医
療
費
を
払
っ
て
い
ま
し

た
。
保
険
料
の
分
納
と
い
う
方

法
が
あ
る
と
い
う
お
話
を
し
た

ら
、
ご
本
人
は
や
っ
と
救
わ
れ

た
気
持
ち
に
な
っ
て
、
保
険
証

を
も
ら
っ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

実
は
、
保
険
証
が
な
い
と

か
、
経
済
的
な
問
題
や
高
い
保

険
料
に
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
が

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

に
、
見
逃
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

無
保
険
の
方
が
増
え
る
原
因

【
司
会
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
医
療
機
関
の
支
払
い

窓
口
で
の
援
助
が
必
要
で
す

ね
。そ

れ
で
は
、
対
策
に
話
し
を

移
し
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
服
部

先
生
か
ら
。

【
服
部
】
戦
後
の
『
厚
生
白
書
』

に
、
現
在
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

を
解
決
す
る
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。
第
二
回
厚
生
白
書
は
「
社

会
保
障
が
無
か
っ
た
と
し
た
な

ら
ば
、
貧
困
の
も
た
ら
す
破
壊

的
な
影
響
は
乗
数
的
に
拡
大

し
、
社
会
に
犠
牲
を
強
い
る
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
社
会
保

障
は
、
国
民
生
活
の
安
定
策
で

あ
る
と
と
も
に
、
貧
困
と
闘
う

個
々
人
や
個
々
の
家
族
の
努
力

を
社
会
的
に
結
集
し
、
こ
れ
を

高
度
に
効
率
化
す
る
た
め
の
施

策
で
あ
る
」「
わ
が
国
の
貧
困

は
、
不
完
全
就
業
の
反
映
と
し

て
の
低
所
得
と
、
就
業
能
力
喪

失
の
反
映
と
し
て
の
低
所
得
に

よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
お
り
、
し

た
が
っ
て
そ
の
対
策
も
、
最
低

賃
金
制
を
含
む
完
全
雇
用
と
社

会
保
障
の
達
成
以
外
に
は
あ
り

え
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

現
在
、
厚
生
労
働
省
は
、
個

人
に
生
活
習
慣
の
改
善
を
強
い

る
メ
タ
ボ
対
策
に
、
非
常
な
人

力
と
財
力
を
投
入
す
る
制
度
を

今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
が
、
病
気
を
減
ら
す
た
め
に

雇
用
と
社
会
保
障
を
改
善
す
る

と
い
う
発
想
は
あ
り
ま
せ
ん
。

官
僚
に
は
戦
後
の
『
厚
生
白

書
』
を
勉
強
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）

で
は
、
都
市
丸
ご
と
、
会
社
丸

ご
と
健
康
に
す
る
「
す
べ
て
の

人
に
健
康
を
」
と
い
う
運
動
を

進
め
、
健
康
に
な
る
に
は
社
会

を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
を
啓
蒙
す
る
小
冊
子
『T

H
E
 

SO
L
ID
 F
A
C
T
S

』（
日
本
語

訳
「
確
か
な
事
実
」）
を
出
し

て
い
ま
す
。
社
会
の
改
善
が
必

要
な
十
の
分
野
に
は
、
雇
用
・

労
働
条
件
の
改
善
や
公
共
輸
送

シ
ス
テ
ム
の
整
備
も
入
っ
て
い

ま
す
（
資
料
３
）。

こ
の
冊
子
に
は
、
不
安
定
雇

用
者
で
は
心
の
病
気
が
二
・
五

倍
増
え
、
失
業
す
る
と
体
の
病

気
が
増
え
る
（
資
料
４
）
こ

と
、
貧
困
な
人
は
裕
福
な
人
よ

り
三
〜
十
倍
ア
ル
コ
ー
ル
や
ニ

コ
チ
ン
、
薬
物
の
依
存
に
陥
り

や
す
い
と
い
う
事
実
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
年
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働

機
関
）
総
会
で
は
、
社
会
的
正

義
宣
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
政

労
使
が
そ
ろ
っ
て
「
経
済
が
成

長
し
て
い
け
ば
、
自
ず
か
ら

人
々
が
幸
せ
に
な
り
健
康
に
な

る
と
い
う
考
え
は
間
違
い
で
、

取
り
残
さ
れ
る
人
た
ち
に
着
目

し
、
貧
困
層
や
権
利
を
侵
害
さ

れ
て
い
る
人
た
ち
を
守
る
労
働

と
社
会
の
仕
組
み
を
つ
く
る
」

と
、
宣
言
し
ま
し
た
。
日
本
で

こ
れ
ら
を
具
体
的
な
政
策
と
し

て
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
貧

困
や
不
安
定
雇
用
が
も
た
ら
す

健
康
障
害
に
つ
い
て
、
国
民
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で

す
。

【
司
会
】
井
上
さ
ん
か
ら
、
タ

ク
シ
ー
運
転
手
の
健
康
を
守
る

た
め
の
提
案
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
井
上
】
規
制
緩
和
の
弊
害
は
、

マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
国
土
交
通
省

（
十
二
面
に
つ
づ
く
）

無
保
険
者
を
増
や
す
原
因
は
 

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
 

無
保
険
者
を
増
や
す
原
因
は
 

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
 

貧
困
や
権
利
侵
害
の
無
い
 

社
会
の
実
現
こ
そ
が
急
務
 

貧
困
や
権
利
侵
害
の
無
い
 

社
会
の
実
現
こ
そ
が
急
務
 

不
安
定
に
な
る
時
期
で
す
が
、

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
は
前

年
度
の
収
入
を
も
と
に
、
高
い

保
険
料
の
請
求
が
来
ま
す
。
収

入
が
無
い
と
き
に
、
月
四
〜

五
万
の
保
険
料
で
す
と
言
わ
れ

た
ら
、
じ
ゃ
あ
保
険
証
は
要
り

ま
せ
ん
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
い
ざ
病
気
に
な
っ
て
保
険

に
入
ろ
う
と
す
る
と
、
保
険
料

の
未
納
が
何
十
万
、
何
百
万
あ

り
ま
す
と
言
わ
れ
、
結
局
ま
た

保
険
証
を
も
ら
わ
ず
に
、
受
診

が
遅
れ
る
と
い
う
悪
循
環
が
、

た
く
さ
ん
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

ワーキングプアを生み出した背景をあばき、社会保障の重要性を確認した座談会
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（
十
一
面
の
つ
づ
き
）

◆ 喜多　徹 ◆
（副会長／野々市町・喜多内科医院）

「
自
己
責
任
」
論
で
は
な
く
 

「
連
帯
」
の
復
活
を
め
ざ
し
て
 

「
自
己
責
任
」
論
で
は
な
く
 

「
連
帯
」
の
復
活
を
め
ざ
し
て
 

は
規
制
緩
和
の
見
直
し
を
始
め

て
い
ま
す
。
二
〇
〇
〇
年
に
タ

ク
シ
ー
の
規
制
緩
和
を
決
め
た

と
き
は
、
与
党
は
も
ち
ろ
ん
民

主
党
も
「
規
制
緩
和
賛
成
」
の

大
合
唱
で
し
た
が
、
今
や
、
す

べ
て
の
政
党
が
「
規
制
緩
和
は

行
き
過
ぎ
で
是
正
が
必
要
」
と

言
い
出
し
て
い
ま
す
。

七
月
十
一
日
、
国
土
交
通
省

は
、
タ
ク
シ
ー
の
新
規
参
入
と

増
車
を
抑
制
す
る
「
特
別
監
視

地
域
」
と
「
特
定
特
別
監
視
地

域
」
を
、
こ
れ
ま
で
の
六
地
域

か
ら
、
一
挙
に
百
九
地
域
に
拡

大
し
、
石
川
で
は
金
沢
と
南
加

賀
の
交
通
圏
が
指
定
さ
れ
ま
し

た
。同

時
に
、
規
制
緩
和
前
に
戻

す
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
タ
ク

シ
ー
運
転
者
は
き
ち
ん
と
登
録

し
て
、
社
会
保
険
に
も
入
り
、

道
路
運
送
法
運
輸
規
則
の
条
項

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
ル
ー
ル
を
確
立
す
べ
き
だ

と
訴
え
て
い
ま
す
。
行
政
の
方

は
賛
同
し
て
い
た
だ
け
ま
す

が
、
運
転
者
を
集
め
た
い
会
社

が
賛
同
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

自
交
総
連
は
「
安
全
で
利
用

し
や
す
い
タ
ク
シ
ー
を
め
ざ
す

六
項
目
政
策
提
言
」
と
「
地
方

都
市
・
郡
部
に
お
け
る
タ
ク
シ

ー
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
提

言
」
と
い
う
タ
ク
シ
ー
の
将
来

像
を
提
起
し
、
大
き
な
運
動
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
司
会
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

吉
原
さ
ん
、
病
院
の
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら
ご

意
見
を
お
願
い
い
た
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
吉
原
】
社
会
保
障
制
度
が
崩

れ
て
い
る
の
と
同
時
に
、
国
民

が
制
度
を
知
ら
な
い
た
め
活
用

で
き
ず
、
ま
す
ま
す
貧
困
の
連

鎖
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と

い
う
現
状
も
あ
る
と
思
う
の
で

す
。医

療
機
関
は
、
人
々
の
困
難

を
社
会
保
障
制
度
に
結
び
つ
け

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
六
十
五
歳
以
下
の
稼
働

年
齢
の
方
が
生
活
保
護
を
申
請

す
る
と
き
に
、「
就
労
で
き
る

状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い

う
診
断
書
が
出
る
か
出
な
い
か

に
よ
っ
て
、
認
定
に
大
き
な
違

い
が
出
て
き
ま
す
。
社
会
保
障

制
度
に
結
び
つ
け
て
い
く
た
め

に
は
、
医
療
機
関
で
働
く
人
た

ち
が
そ
れ
ら
に
気
づ
く
ア
ン
テ

ナ
を
ど
う
高
め
て
い
く
か
が
大

切
で
す
。

う
ち
の
病
院
は
、
そ
の
ア
ン

テ
ナ
の
感
度
を
高
め
る
た
め

に
、
今
年
の
夏
か
ら
「
気
に
な

る
患
者
様
カ
ー
ド
」
と
い
う
取

り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
同
時

に
、
医
療
機
関
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
の
で
、
い
ろ
ん
な
機

関
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く

り
、
多
方
面
か
ら
援
助
で
き
る

つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
も
大
事
で
す
。

【
司
会
】
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
今
ま
で
の
討
論

を
踏
ま
え
て
、
伍
賀
先
生
に
、

こ
の
格
差
社
会
や
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
の
問
題
を
解
決
す
る
処
方

を
お
示
し
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
伍
賀
】「
労
働
力
の
使
い
捨

て
」
状
態
を
放
置
し
て
お
け

ば
、
ご
く
近
い
将
来
、
社
会
全

体
に
大
き
な
負
担
を
も
た
ら
す

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
た
と

え
ば
、
結
婚
で
き
な
い
若
者
が

増
え
、
少
子
化
が
加
速
し
て
い

ま
す
。
総
務
省
「
平
成
十
九
年

就
業
構
造
基
本
調
査
」
に
よ
れ

ば
、
正
規
雇
用
の
男
子
の
未
婚

率
が
三
十
歳
代
後
半
で
二
七
・

五
％
、
四
十
歳
代
前
半
で
一

九
・
六
％
な
の
に
、
非
正
規
雇

用
男
子
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
五

九
・
六
％
、
五
〇
・
三
％
に
達

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
の
多
く
は
年
金
に
加

入
し
て
い
な
い
た
め
、
将
来
、

大
き
な
困
難
に
直
面
す
る
こ
と

は
目
に
見
え
て
い
ま
す
。

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
過
労

死
・
過
労
自
殺
が
増
加
し
て
い

る
異
常
な
現
状
を
打
開
す
る
た

め
に
、
労
働
法
制
の
規
制
緩

和
、
特
に
派
遣
労
働
の
自
由
化

を
転
換
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。日

雇
い
派
遣
な
ど
へ
の
社
会

的
批
判
が
高
ま
り
、
政
府
は
二

〇
〇
八
年
十
一
月
に
、
労
働
者

派
遣
法
「
改
正
」
案
を
国
会
に

提
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
法
案
は
問
題
の
根
本
解
決
に

は
ほ
ど
遠
く
、
日
雇
い
派
遣
を

原
則
禁
止
す
る
も
の
の
、
三
十

日
を
超
え
る
登
録
型
派
遣
は
容

認
し
て
い
ま
す
。
派
遣
会
社
は

労
働
者
と
三
十
一
日
間
の
契
約

を
結
ん
で
、
倉
庫
や
工
場
、
店

舗
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
、
異

な
る
派
遣
先
に
数
日
お
き
に
送

り
込
む
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
不
況
期
に
入
っ
た
今

日
、
自
動
車
産
業
を
中
心
に
、

派
遣
労
働
者
の
雇
い
止
め
が
広

が
っ
て
い
ま
す
が
、
改
正
法
案

で
は
、
そ
れ
に
歯
止
め
を
か
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
問
題

の
根
本
的
解
決
に
つ
な
が
る
よ

う
派
遣
法
を
改
正
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
派
遣

対
象
業
務
の
原
則
自
由
化
を
見

直
し
、
派
遣
で
き
る
専
門
的
業

務
を
限
定
す
る
こ
と
、
登
録
型

派
遣
の
禁
止
、
派
遣
業
者
の
参

入
資
格
要
件
の
厳
格
化
、
派
遣

先
企
業
の
責
任
の
強
化
、
同
種

の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
正
社

員
と
の
均
等
待
遇
原
則
の
徹
底

な
ど
を
盛
り
込
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
提
唱
し
て
い
る
デ

ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
（
人
間
ら

し
い
働
き
方
）
の
実
現
の
た
め

に
は
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
で
な
い

条
件
で
の
就
労
を
強
制
さ
れ
な

い
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
れ
に
は
、
雇
用
保

【
伍
賀
】「
貧
困
か
ら
く
る
健
康

破
壊
、
健
康
破
壊
か
ら
深
ま
る

貧
困
」
と
い
う
悪
循
環
を
断
ち

切
る
役
割
を
、
医
療
機
関
や
医

療
従
事
者
は
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
診
療
や
患
者
さ
ん
か
ら
の

相
談
を
通
し
て
、
健
康
と
貧
困

の
実
態
に
接
し
て
い
る
わ
け

で
、
そ
の
実
態
を
き
ち
ん
と
把

握
し
、
多
く
の
人
に
伝
え
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

昨
年
始
ま
っ
た
「
反
貧
困
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
全
国
に
広

が
り
、
富
山
や
金
沢
で
も
「
反

貧
困
」
の
集
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
や
日
雇

い
派
遣
で
働
く
若
者
た
ち
に
、

共
感
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
は
「
自
己
責
任
」
や
「
自

助
努
力
」
で
も
の
ご
と
を
片
付

け
る
風
潮
を
拒
否
し
、「
連
帯

の
復
活
」
を
め
ざ
す
新
し
い
動

き
が
あ
り
ま
す
。

医
療
現
場
か
ら
の
発
信
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
し

て
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
動
き
に

受
け
止
め
ら
れ
、
大
き
な
う
ね

り
を
作
り
出
す
可
能
性
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

【
司
会
】
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
般
の
開
業
医
で
は
メ
ン
タ

ル
な
問
題
に
対
応
し
に
く
い
面

が
あ
り
ま
す
が
、
精
神
的
な
訴

え
の
背
景
に
あ
る
生
活
の
困
難

を
聞
く
こ
と
は
、
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
貧
困
か
ら
の
自

立
に
は
仲
間
づ
く
り
が
大
切

で
、
医
療
機
関
も
貧
困
の
撲
滅

の
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
入

っ
て
頑
張
れ
と
い
う
激
励
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
日
は
、
お
忙
し
い
中
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

が
、
そ
れ
を
支
え
て
い
た
の
は

農
村
か
ら
き
た
若
い
女
工
た
ち

で
し
た
。
寮
で
集
団
生
活
を
さ

せ
ら
れ
て
、
昼
夜
二
交
代
で
働

い
て
い
た
た
め
に
結
核
に
か
か

る
。
結
核
の
た
め
に
働
け
な
く

な
っ
た
も
の
は
故
郷
に
帰
さ
れ

る
た
め
、
工
場
で
の
結
核
者
の

割
合
は
高
く
な
い
。

そ
こ
で
、
石
原
修
と
い
う
東

京
大
学
の
医
師
が
内
務
省
の
委

託
調
査
で
、
工
場
を
辞
め
て
農

村
に
帰
っ
た
人
た
ち
を
追
跡
し

た
ら
、
紡
績
女
工
は
他
の
産
業

の
人
た
ち
よ
り
死
亡
率
が
数
倍

高
く
、
死
亡
の
七
割
が
結
核
で

し
た
。
そ
の
結
果
を
上
層
部
の

指
示
に
反
し
て
、「
女
工
と
結

核
」
と
い
う
文
書
に
し
て
当
時

の
国
会
議
員
に
配
付
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
日
本
で
初
め

て
、
女
性
や
子
ど
も
の
夜
業
禁

止
を
定
め
た
工
場
法
が
施
行
さ

れ
た
の
で
す
。

現
在
の
派
遣
労
働
者
の
多
く

が
、
当
時
の
女
工
同
様
、
寮
に

住
み
、
夜
勤
を
含
む
長
時
間
労

働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
、
メ
ン
タ

ル
の
障
害
や
結
核
も
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
短
期
の
派
遣
や
短

時
間
労
働
者
た
ち
を
追
跡
す
る

と
い
う
こ
と
は
困
難
で
、
私
た

ち
は
石
原
修
に
匹
敵
す
る
よ
う

な
説
得
力
の
あ
る
デ
ー
タ
を
集

め
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
法
の

た
め
、
医
療
機
関
の
職
員
が
、

暮
ら
し
や
仕
事
の
こ
と
を
聞
き

に
く
く
な
っ
た
と
い
う
面
も
あ

り
ま
す
。

生
活
の
安
定
こ
そ
が
 

病
気
予
防
の
第
一
歩
 

生
活
の
安
定
こ
そ
が
 

病
気
予
防
の
第
一
歩
 

険
の
拡
充
と

と
も
に
、
生

活
保
護
を
稼

働
能
力
が
あ

る
人
に
も
支

給
す
る
こ
と

が
必
要
で

す
。
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
の

人
々
に
対
し

て
、
い
た
ず

ら
に
自
己
責

任
、
自
助
努

力
を
求
め
る

の
で
は
な

く
、
最
低
生

活
を
維
持
し

つ
つ
、
技
能
訓
練
を
で
き
る
権

利
を
認
め
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
正
社
員
で
な
く
て
も
、
単

身
で
自
立
し
て
暮
ら
せ
る
最
低

条
件
を
確
保
す
る
こ
と
が
急
が

れ
ま
す
。

「
そ
ん
な
理
想
的
な
こ
と
ば

か
り
言
っ
て
も
仕
方
が
な
い
」

と
い
う
反
論
も
あ
る
で
し
ょ
う

が
、
今
日
の
貧
困
問
題
は
社
会

の
中
で
、
資
源
や
技
術
が
不
足

し
て
生
じ
て
い
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
か
え

る
ほ
ど
の
技
術
進
歩
を
実
現
し

な
が
ら
、
そ
の
使
い
方
が
ま
ず

い
た
め
に
生
じ
て
い
る
貧
困
で

す
。
制
度
や
政
策
を
変
え
る
こ

と
で
、
乗
り
越
え
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

そ
う
し
た
政
策
転
換
は
、
日

本
だ
け
で
な
く
、
国
際
的
な
連

携
も
必
要
で
す
。
最
近
、
Ｅ
Ｕ

は
派
遣
社
員
と
派
遣
先
の
正
社

員
と
の
労
働
条
件
を
そ
ろ
え
る

指
令
（
法
律
）
を
採
択
し
ま
し

た
し
、
韓
国
も
期
間
制
、
短
時

間
、
派
遣
労
働
の
三
つ
の
雇
用

形
態
に
つ
い
て
、
合
理
的
な
理

由
の
な
い
差
別
を
禁
止
し
ま
し

た
。

【
司
会
】
最
後
に
、
医
療
機
関

に
対
す
る
期
待
と
い
う
点
で
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん

か
ら
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま

す
。

【
井
上
】
も
と
も
と
、
タ
ク
シ

ー
は
一
人
暮
ら
し
の
男
性
が
多

い
職
場
で
す
。
こ
う
し
た
夜
勤

と
長
時
間
労
働
の
問
題
業
種
の

健
康
が
、
貧
困
化
と
高
齢
化
の

中
で
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

専
門
的
な
立
場
で
具
体
的
な
デ

ー
タ
や
事
例
を
も
と
に
、
タ
ク

シ
ー
に
お
け
る
貧
困
の
問
題
の

深
刻
さ
を
世
論
に
訴
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
吉
原
】
生
活
の
安
定
が
無
か

っ
た
ら
、
病
気
を
治
す
た
め
に

ど
れ
だ
け
医
師
や
看
護
師
が
頑

張
っ
て
も
、
継
続
し
た
治
療
が

成
功
し
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

医
療
機
関
が
病
気
と
生
活
の
両

輪
で
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
、

今
、
す
ご
く
大
事
だ
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

【
服
部
】
日
本
で
は
、
か
つ
て
、

工
場
で
の
労
働
環
境
・
労
働
条

件
が
過
酷
で
あ
っ
た
た
め
、
結

核
が
蔓
延
し
ま
し
た
。
当
時
、

紡
績
業
は
国
力
の
源
泉
で
し
た

【資料4】 不安定雇用と失業の健康への影響  確かな事実 
（出所：資料3と同じ） 

この図は不安定による不安も、失業同様健康に有害であることを示している 
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本　社／〒920‐8539  金沢市問屋町2‐46 
TEL 076‐237‐5555㈹  FAX 076‐237‐6584 
支店／富山・福井　 
営業所／七尾・高岡・敦賀 
ホームページ　http：//www.tomiki.co.jp/

２００9年 

謹 賀新年  謹 賀 新 年  
本年もどうぞよろしくお願い致します 本年もどうぞよろしくお願い致します 

協賛会社一同 

〒920‐0902  金沢市尾張町2丁目8番23号　太陽生命金沢ビル8階 
TEL（076）222‐5373 
FAX（076）231‐5156 

 

保険医協会の共済制度を取り扱っています。 

代表取締役　西　田　直　巳 
㈲ヒポクラテス 

株式会社 三谷サービスエンジン
〒921‐8154  金沢市高尾南3丁目93番地 
TEL：076‐296‐5055（代表） 
FAX：076‐296‐5023
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大
川
　
義
弘（
金
沢
市
・
内
科
）

リレー・エッセーリレー・エッセー

在宅
医療
在宅
医療

３７

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
そ
の

往
診
と
犬

１５ 

「
老
人
と
海
」
と
い
う
有
名

な
小
説
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

も
じ
っ
た
の
か
、「
老
人
と
犬
」

と
い
う
高
齢
者
施
設
で
老
人
と

一
緒
に
暮
ら
す
犬
た
ち
の
写
真

集
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、

さ
ら
に
そ
れ
を
も
じ
っ
た
「
往

診
と
犬
」
と
い
う
お
話
で
す
。

訪
問
診
察
に
お
伺
い
し
て
い

る
お
宅
に
は
、
犬
を
飼
っ
て
お

ら
れ
る
と
こ
ろ
が
何
軒
か
あ
り

ま
す
。
以
前
、「
往
診
必
携
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、戯
（
ざ
）

れ
文
を
書
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
必
携
の
も
の
と
し
て
、

ジ
ャ
ー
キ
ー
と
い
う
犬
用
の
乾

燥
肉
と
犬
年
齢
早
見
表
を
挙
げ

ま
し
た
。

訪
問
診
察
に
初
め
て
お
伺
い

し
て
、
犬
が
い
る
と
「
何
と
い

う
名
前
で
す
か
」
と
聞
き
、
次

い
で
「
今
、
何
歳
で
す
か
」
と

聞
き
ま
す
。
聞
い
た
年
齢
を
直

ち
に
犬
年
齢
早
見
表
を
見
な
が

ら
、「
人
間
の
年
で
言
え
ば
○

歳
で
す
ね
」
と
親
し
げ
に
話
し

ま
す
。

外
で
飼
わ
れ
て
い
る
犬
の
場

合
は
、
毎
回
、
訪
問
診
察
時
に

ジ
ャ
ー
キ
ー
を
あ
げ
て
仲
良
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
犬
好
き
に

は
、
犬
は
特
別
な
存
在
で
す
。

文
字
通
り
、
家
族
以
上
の
存
在

に
な
っ
て
い
る
犬
も
大
勢
い
ま

す
。「
○
○
（
犬
の
名
前
）
が

死
ん
だ
ら
、
私
は
生
き
て
い
け

な
い
」
と
、
介
護
し
て
い
る
夫

の
前
で
、
真
剣
に
語
っ
た
奥
さ

ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

訪
問
診
察
時
に
、
同
行
の
看

護
師
さ
ん
が
、
犬
に
噛
ま
れ
た

こ
と
が
二
度
あ
り
ま
す
。
あ

あ
、
こ
れ
は
労
災
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
小
型
犬

で
、
訪
問
す
る
と
、
帰
る
ま
で

ワ
ン
ワ
ン
キ
ャ
ン
キ
ャ
ン
吠
え

続
け
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

こ
れ
は
、
て
な
づ
け
よ
う
と
思

っ
て
も
ま
ず
無
理
で
、
家
人
に

言
っ
て
つ
な
い
で
お
い
て
も
ら

う
か
、
別
室
に
い
て
も
ら
う
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。『
猛
犬
注
意
』

と
張
り
紙
が
あ
る
お
宅
で

は
、
ジ
ャ
ー
キ
ー
を
あ
げ

な
が
ら
入
っ
て
い
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
が
、
ジ
ャ

ー
キ
ー
の
あ
げ
方
を
一
歩

間
違
う
と
、
手
ま
で
ガ
ブ

リ
と
な
る
危
険
性
が
あ

り
、
ジ
ャ
ー
キ
ー
を
投
げ

て
入
り
ま
す
。

実
は
、
訪
問
診
察
時
に

犬
が
い
る
と
、
犬
の
写
真

も
撮
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
写
真

が
役
立
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
犬
が
脱
走
し
て
い
な
く
な

り
、
家
人
が
顔
色
を
変
え
て
探

し
ま
く
っ
て
い
た
と
き
の
こ
と

で
す
。
い
く
ら
文
章
で
、
何
色

の
中
型
犬
で
す
・
・
・
な
ど
と

書
い
て
も
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い

も
の
で
す
が
、
幸
い
、
そ
の
犬

の
写
真
を
訪
問
診
察
時
に
撮
っ

て
あ
っ
た
の
で
、
写
真
を
提
供

し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
写
真
入
り

の
手
配
書
が
効
果
が
あ
り
、
具

体
的
な
連
絡
が
あ
っ
た
と
の
報

告
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。犬

の
寿
命
は
短
い
の
で
、
少

し
長
く
訪
問
診
察
に
行
っ
て
い

る
と
、
犬
が
先
に
在
宅
で
看
取

り
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
に
、
訪
問
診
察
時

に
撮
っ
た
写
真
が
、
犬
の
遺
影

と
し
て
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
昨
年
十
周

年
を
迎
え
、
記
念
誌
を
出
し
た

の
で
す
が
、「
往
診
で
出
会
っ

た
ペ
ッ
ト
た
ち
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
、
か
わ
い
い
犬
た
ち
の

写
真
を
一
杯
載
せ
ま
し
た
。

在
宅
医
療
は
、
患
者
さ
ん
の

み
な
ら
ず
、
介
護
す
る
家
人
の

健
康
状
態
や
介
護
負
担
な
ど
へ

の
配
慮
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

同
居
の
犬
に
も
配
慮
す
る
こ
と

で
、
ひ
と
味
違
っ
た
訪
問
診
察

に
な
り
ま
す
。

勝
木
　
道
夫（
小
松
市
・
整
形
外
科
）  
新
春
に
詠
む 

於
四
高 

「
医
は
診
と
治
に
尽
き
ず
」
と
の
師
の
教
え
　
新
た
な
年
も
　
道
を
究
め
む 

　
　
人
生
の
放
課
後
は
今
少
し
先
　
ひ
ね
も
す
診
と
治
の
道
を
ゆ
く 

　
　
　
　
初
茜
　
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
後
に
し
て
　
未
知
の
八
十
路
へ
踏
み
出
す
一
歩 

　
　
　
　
　
　
シ
ュ
ト
ル
ム
の
み
ず
う
み
に
身
を
委
ね
れ
ば
　
呼
吸
も
鼓
動
も
青
春
最
中 

　
　
　
　
　
　
　
　
白
線
と
マ
ン
ト
を
捨
て
て
六
十
年
　
超
然
の
意
気
　
静
か
に
燃
ゆ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
傘
寿
ま
で
は
や
二
年
と
な
り
に
け
り
　
な
ん
の
な
ん
の
と
初
歩
を
踏
み
出
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
年
振
り
に
尋
ね
し
赤
煉
瓦
　
二
八
の
闘
志
　
湧
き
立
ち
に
け
り 

伊
丹
十
三
は
、
一
九
八
〇

年
代
か
ら
の
日
本
映
画
復
活

の
立
役
者
の
一
人
だ
っ
た
。

妻
宮
本
信
子
か
ら
は
、
父
伊

丹
万
作
を
越
え
る
名
匠
に
な

る
こ
と
を
期
待
さ
れ
、
見
事

に
そ
う
な
っ
た
よ
う
だ
。
し

か
し
、
現
代
日
本
を
切
り
す

ぎ
て
、
敵
も
作
っ
て
し
ま

い
、
夭
折
（
よ
う
せ
つ
）
し

て
し
ま
っ
た
。

近
年
騒
が
れ
て
い
る
食
の

問
題
を
、
こ
の
作
品
で
十
三

年
も
前
に
面
白
お
か
し
く
明

快
に
示
し
て
く
れ
て
い
た
の

だ
。物

語
は
、
ス
ー
パ
ー
〝
正

直
屋
〞
の
専
務
小
林
五
郎

（
津
川
雅
彦
）
が
、
ラ
イ
バ

ル
の
〝
安
売
り
大
魔
王
〞
が

近
所
に
開
店
し
て
、
そ
の
偵

察
に
い
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
こ

で
幼
馴
染
の
井
上
花
子
（
宮

本
信
子
）
と
再
開
す
る
こ
と

か
ら
始
ま
る
。

花
子
は
、
安
売
り
大
魔
王

は
悪
い
ス
ー
パ
ー
の
見
本
と

切
り
捨
て
、
正
直
屋
は
も
う

す
ぐ
だ
め
に
な
る
店
と
評

し
、
五
郎
は
が
っ
く
り
来
て

し
ま
う
。
そ
し
て
大
魔
王
の

社
長
（
伊
東
四
朗
）
の
物
言

い
に
頭
に
来
た
花
子
は
、
五

郎
の
店
を
立
て
直
す
た
め
就

職
す
る
こ
と
に
し
た
。

売
り
場
主
任
に
な
っ
た
花

子
は
、
主
婦
の
知
恵
と
良
心

で
、
店
の
改
革
に
乗
り
出

す
。
そ
し
て
虚
偽
の
製
造
日

表
示
や
産
地
偽
装
を
や
め
さ

せ
て
い
く
。
店
の
レ
ジ
係
や

惣
菜
部
、
青
果
部
の
人
た
ち

と
心
が
通
じ
て
い
っ
た
。
残

る
は
精
肉
部
、
鮮
魚
部
の
職

人
た
ち
だ
。
こ
れ
ま
で
磨
い

て
き
た
技
や
役
得
を
下
の
者

に
は
渡
さ
ず
、
従
来
の
や
り

方
を
変
え
よ
う
と
は
し
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
も
変
わ
っ
て

き
た
サ
ー
ビ
ス
や
工
夫
に
客

は
喜
ぶ
よ
う
に
な
り
、
パ
ー

ト
従
業
員
の
意
識
も
変
わ
っ

て
き
た
。

安
売
り
大
魔
王
側
の
買
収

攻
勢
も
何
と
か
か
わ
し
、
歳

末
大
売
出
し
の
準
備
に
か
か

っ
た
。
裏
で
安
売
り
大
魔
王

側
は
、
正
直
屋
の
店
長
と
精

肉
部
、
鮮
魚
部
の
親
方
を
買

収
し
、
職
人･

職
員
を
引
き

抜
き
、
正
直
屋
を
つ
ぶ
し
に

か
か
っ
た
。
し
か
し
、
花
子

の
お
客
を
大
事
に
し
て
、
正

直
屋
に
活
力
を
取
り
戻
し
た

姿
勢
に
共
感
し
た
良
心
あ
る

人
た
ち
は
多
く
、
そ
の
人
た

ち
が
正
直
屋
に
残
る
こ
と
に

な
り
、
つ
ぶ
れ
ず
に
済
ん

だ
。そ

の
お
祝
い
を
し
て
い
る

時
、
精
肉
部
の
チ
ー
フ
（
六

平
直
政
）
と
店
長
（
矢
野

宣
）
は
、
肉
な
ど
を
夜
、
正

直
屋
か
ら
運
び
出
し
、
大
魔

王
に
商
品
ご
と
身
売
り
し
よ

う
と
し
て
い
た
。
花
子
、
五

郎
な
ど
の
奮
闘
で
肉
を
取
り

戻
し
、
事
な
き
を
得
た
。
そ

し
て
正
月
商
戦
。
良
心
的
で

商
売
が
う
ま
く
な
っ
た
正
直

屋
は
、
安
売
り
大
魔
王
を
圧

倒
し
、
大
勝
利
を
収
め
た
の

だ
！伊

丹
作
品
の
中
で
は
あ
ま

り
評
価
は
高
く
な
い
の
だ

が
、
今
で
も
マ
ス
コ
ミ
を
に

ぎ
わ
す
問
題
を
あ
ま
り
に
明

快
に
見
せ
て
く
れ
る
の
で
、

も
う
び
っ
く
り
!!

出
て
く
る
役
者
さ
ん
た
ち

も
、
個
性
や
ア
ク
の
強
さ
が

生
か
さ
れ
て
い
て
素
晴
し

い
。
伊
丹
は
、
医
療
廃
棄
物

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
温

め
て
い
た
。
彼
が
わ
れ
わ
れ

医
療
界
の
裏
側
を
ど
う
描
こ

う
と
し
た
の
か
。
ま
っ
た

く
、
そ
の
夭
折
が
惜
し
ま
れ

る
の
だ
!!!

おすすめの1本 おすすめの1本 その 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

４６ 

【
監
督
】伊
丹
十
三 

【
出
演
】宮
本
信
子 

 

津
川
雅
彦 

一
九
九
六
年（
日
本
） 

ス
ー
パ
ー
の
女 
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より良い生活のために試行錯誤で 
理事　三宅　靖（金沢市・内科） 

高齢者施設を訪ねて 高齢者施設を訪ねて 高齢者施設を訪ねて 
住宅型有料老人ホーム白寿園 訪問先 
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Reporter

【
喜
多
】
現
在
は
何
人
の
方
が

入
居
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

か
？

【
若
崎
】
当
初
三
十
人
で
し
た

が
、
二
〇
〇
八
年
の
四
月
に
増

築
し
て
五
十
人
に
な
り
ま
し
た
。

今
の
と
こ
ろ
満
室
で
、
待
機
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

【
喜
多
】
ニ
ー
ズ
は
多
い
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
サ
ー
ビ
ス
内

容
は
、
生
活
全
般
に
つ
い
て
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
ス

タ
ッ
フ
の
数
は
、
ど
の
く
ら
い

で
し
ょ
う
か
？

【
若
崎
】
正
規
職
員
と
パ
ー
ト

合
わ
せ
て
三
十
人
で
す
。
介
護

に
携
わ
る
全
員
が
介
護
士
の
有

資
格
者
で
す
。
昼
は
八
人
、
夜

間
は
二
人
が
勤
務
し
て
い
ま

す
。

【
喜
多
】
そ
の
ほ
か
、
何
か
特

徴
は
あ
り
ま
す
か
？

【
若
崎
】
こ
こ
は
介
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
併
設
と
い
う
形
な
の

で
、
少
し
変
則
的
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
介
護
保
険
の
中
で
は
時

間
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
た

と
え
ば
入
浴
介
助
は
ヘ
ル
パ
ー

と
し
て
の
仕
事
に
な
り
ま
す

が
、そ
れ
が
終
わ
る
と
、そ
の
あ

と
の
時
間
は
ホ
ー
ム
の
職
員
と

し
て
の
立
場
で
入
居
者
と
接
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
喜
多
】
な
る
ほ
ど
、
一
連
で

か
か
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
も
、

業
務
内
容
に
よ
っ
て
立
場
が
変

わ
る
の
で
す
ね
。
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
で
ほ
か
の
介
護
施
設
へ
行
く

場
合
も
あ
る
の
で
す
か
？

【
若
崎
】
は
い
、
原
則
ど
の
介

護
施
設
を
利
用
す
る
か
は
自
由

な
の
で
、
送
迎
を
利
用
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
三
宅
】
そ
う
な
る
と
こ
こ
の

経
済
面
か
ら
は
少
し
不
利
に
な

り
ま
す
ね
。

【
若
崎
】
は
い
、
で
も
し
か
た

あ
り
ま
せ
ん
。

【
喜
多
】
ど
う
い
う
所
か
ら
入

居
さ
れ
る
場
合
が
多
い
で
す

か
？

【
若
崎
】
病
院
が
多
い
で
す
。

退
院
す
る
の
に
家
で
は
な
か
な

か
世
話
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
相
談
を
受
け
る
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

【
喜
多
】
で
は
、
医
療
が
必
要

な
場
合
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

ま
す
か
？

【
若
崎
】
こ
こ
で
の
医
療
行
為

は
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、
訪

問
診
療
と
あ
と
は
入
院
が
必
要

に
な
れ
ば
近
く
の
病
院
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

【
三
宅
】
私
は
こ
こ
で
三
十
人

弱
の
方
の
訪
問
診
療
を
担
当
し

て
い
ま
す
が
、
幸
い
、
こ
の
辺

は
頼
り
に
な
る
病
院
が
多
い
の

で
、
入
院
先
に
困
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
若
崎
】
や
っ
ぱ
り
医
学
的
な

判
断
は
で
き
な
い
の
で
、
こ
ま

め
に
連
絡
を
取
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

【
喜
多
】
認
知
症
の
対
応
な
ど

で
、
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

【
中
村
】
徘
徊
な
ど
は
と
き
ど

き
あ
り
ま
す
が
、
何
と
か
対
応

し
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ

ん
。
小
さ
な
も
の
は
あ
り
ま
す

が
・
・
・
。

【
喜
多
】
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
い
う

か
看
取
り
な
ど
は
あ
り
ま
す

か
？

【
若
崎
】
入
院
に
な
る
こ
と
が

多
い
の
で
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ど
う
し
て
も
と
い
う
場
合

は
、
対
応
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
実
際
に
看
取
り
を
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

【
橋
爪
】
身
寄
り
の
な
い
人
の

入
院
の
時
に
、
困
っ
た
こ
と
は

な
い
で
す
か
？

【
若
崎
】
は
い
。
後
見
人
が
い

ら
っ
し
ゃ
っ
て
も
身
内
の
方
で

な
い
と
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
治
療
方
針
な
ど
の
同

意
を
施
設
側
に
求
め
ら
れ
て
戸

惑
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

【
喜
多
】
職
員
の
方
の
定
着
率

は
ど
う
で
す
か
？

【
若
崎
】
開
設
当
初
は
入
れ
替

わ
り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
年

ぐ
ら
い
で
だ
い
ぶ
落
ち
着
き
ま

し
た
。
以
前
、
訪
問
介
護
だ
け

を
し
て
い
た
職
員
も
い
ま
す

が
、
訪
問
介
護
の
場
合
は
時
間

と
業
務
内
容
に
厳
し
い
制
限
が

あ
る
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
で
は

生
活
全
般
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
や
り
や
す
い
と
も
聞
い

て
い
ま
す
。

【
取
材
後
記
（
三
宅
）】

　

い
ろ
い
ろ
な
制
約
の
あ
る
中

で
も
、
よ
り
良
い
生
活
を
提
供

し
よ
う
と
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
な
が
ら
一
生
懸
命
に
頑
張
っ

て
い
る
様
子
が
、
と
て
も
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
何
か
、
忘
れ

か
け
て
い
た
初
心
を
思
い
出
さ

せ
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
訪
問
で

し
た
。

【有料老人ホーム白寿園】 
金沢市割出町138番地 
TEL（076）237-1508

《取材にご協力いただいた施設の方々》 
（敬称略） 

○若崎未弥子（施設長） 
○中村　千鶴（施設長代理） 
《保険医協会取材者》 
・喜多徹副会長（野々市町・内科） 
・西川忠之理事（能美市・泌尿器科） 
・三宅　靖理事（Ｒｅｐｏｒｔｅｒ） 
・杉野洋一郎（事務局） 
・橋爪真奈美（事務局） 

2006年に定員30人で開設後、2008年に50人に増築。それでも現在、待機されて
いる方が・・・白寿園玄関にて

施設長の若崎さん（左）と施設長代理の中村さん

取材は暖かい和室で行われた

居室スペースも取材させていただいた

中庭から自然光が採り入れられる

最新の特浴設備「トゥッティ」

今
回
は
、
金
沢
市
割
出
町
に
二
〇
〇
六
年
十
月
に
開
設
さ

れ
た
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
白
寿
園
」
に
お
じ
ゃ
ま
し

ま
し
た
。

保
険
医
協
会
か
ら
は
、
喜
多
副
会
長
、
西
川
理
事
、
杉

野
、
橋
爪
両
事
務
局
員
、
そ
れ
に
三
宅
の
五
人
が
訪
問
し
ま

し
た
。

中
に
案
内
さ
れ
、
館
内
を
見
渡
す
と
、
全
体
に
窓
が
大
き

く
取
ら
れ
て
い
て
、
大
変
明
る
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
特

に
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
す
ぐ
左
手
か
ら
は
、
ガ
ラ
ス
張
り
に
な

っ
た
壁
を
通
し
て
、
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
中
庭
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

白
い
テ
ー
ブ
ル
と
小
さ
め
の
椅
子
が
並
べ
ら
れ
、
テ
ラ
ス

風
に
な
っ
て
い
て
、
の
ん
び
り
と
日
向
ぼ
っ
こ
で
も
し
な
が

ら
、
肩
の
凝
ら
な
い
本
で
も
読
む
に
は
最
適
と
も
い
え
る
空

間
で
す
。

こ
ち
ら
か
ら
の
質
問
は
、
喜
多
副
会
長
が
主
導
す
る
形
に

な
り
ま
し
た
が
、
応
対
し
て
下
さ
っ
た
の
は
施
設
長
の
若
崎

さ
ん
と
ヘ
ル
パ
ー
の
チ
ー
フ
を
し
て
い
る
中
村
さ
ん
で
し

た
。
お
二
人
と
も
こ
の
施
設
の
明
る
く
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た

雰
囲
気
に
、
ぴ
っ
た
り
の
素
敵
な
女
性
で
す
。
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会 

員 

寄 

稿 

そ
ば
の
は
な
し 

金
戸
　
善
之（
小
松
市
・
内
科
） 

そ
ば
の
話
・
二
題 

そ
ば
の
話
・
二
題 

そ
ば
屋
巡
り 

そ
ば
屋
巡
り 

妻
と
二
人
で
、
そ
ば
屋
巡
り

を
始
め
た
の
は
、
二
〇
〇
四
年

四
月
か
ら
で
す
。
辰
口
に
「
竹

や
ぶ
」
が
開
店
し
た
こ
と
を
メ

ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
知
り
、
食

べ
に
行
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で

し
た
。

そ
の
後
は
、
長
野
県
安
曇
野

か
ら
京
都
ま
で
、
四
年
半
で

八
十
軒
あ
ま
り
の
そ
ば
屋
へ
行

き
ま
し
た
。
一
度
き
り
の
所
も

あ
れ
ば
、
何
度
も
通
っ
た
お
店

も
あ
り
ま
す
。

『
そ
ば
好
き
が
う
な
る
北
陸

の
銘
店
（
北
日
本
新
聞
社
）』

は
、
北
陸
三
県
の
そ
ば
屋
を
網

羅
し
て
お
り
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

と
し
て
最
適
で
し
た
。

そ
ば
屋
は
、
そ
の
土
地
で
連

帯
が
強
く
、
福
井
県
で
は
『
福

井
県
産
そ
ば
使
用
店
』
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
、
石
川
県
で
は
「
白

山
麓
そ
ば
の
会
・
蕎
麦
街
道
」

や
「
と
う
へ
ん
ぼ
く
な
仲
間
」

と
い
う
、
そ
ば
道
場
を
中
心
と

し
た
活
動
が
あ
り
、
富
山
県
利

賀
村
の
「
そ
ば
の
里
」
な
ど
な

ど
が
、
地
域
振
興
や
そ
ば
の
普

及
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
店
選

び
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

失
敗
し
た
と
思
っ
た
の
は
、

二
軒
あ
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
で
探

し
た
長
野
の
そ
ば
屋
は
大
人
気

店
で
、
食
べ
る
ま
で
一
時
間
待

ち
ま
し
た
が
、
待
っ
た
甲
斐
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後

も
、
雑
誌
の
紹
介
記
事
を
見
ま

す
が
、「
？
？
」。

ま
た
、
漫
画
『
美
味
し
ん

ぼ
』
に
、
薬
味
の
話
で
、
辛
み

大
根
と
京
都
の
お
店
が
紹
介
さ

れ
、
一
度
は
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
二
〇
〇
六
年
三

月
の
桜
に
は
少
し
早
い
時
期
に

食
べ
に
行
き
ま
し
た
が
、
そ
ば

と
い
う
よ
り
、
煮
麺
を
食
べ
た

心
地
で
し
た
。
お
い
し
い
そ
ば

屋
を
選
ぶ
時
は
、
口
コ
ミ
で
評

判
の
良
い
お
店
が
、
間
違
い
な

い
と
思
い
ま
す
。

最
近
は
、
ブ
ロ
グ
を
参
考
に

し
て
、
お
店
を
選
ぶ
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
私
自
身
は
、
味
覚
に

自
信
が
な
い
の
で
、
そ
ば
通
の

よ
う
な
コ
メ
ン
ト
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
北
陸
の
手
打
ち
そ
ば

は
、
ど
こ
で
も
お
い
し
い
と
思

い
ま
し
た
。
特
に
十
一
月
は
、

新
そ
ば
の
時
期
で
、
風
味
が
一

層
増
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
訪
れ
た
そ
ば
屋
の

中
で
、
お
薦
め
は
、
福
井
県
あ

わ
ら
市
北
潟
の
「
一
滴
庵
」
で

す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
「
お
ろ
し
」

「
か
ら
み
し
ぼ
り
」「
わ
さ
び
」

の
三
品
で
、
よ
ほ
ど
小
食
で
な

い
限
り
、
二
品
以
上
注
文
し
て

下
さ
い
。
金
沢
市
兼
六
元
町
の

「
徳
川
」
は
、
狭
い
路
地
に
あ

り
ま
す
が
、「
し
お
そ
ば
」
は

何
度
で
も
食
べ
た
い
味
で
す
。

昼
の
忙
し
い
時
間
を
避
け
る

と
、
お
店
の
ご
主
人
と
親
し
く

話
が
で
き
ま
す
。
遅
め
の
昼
を

食
べ
て
、
店
を
出
た
の
が
夕
方

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

辺
境
な
場
所
に
あ
る
そ
ば
屋
ほ

ど
、
ご
主
人
の
こ
だ
わ
り
が
あ

っ
て
、
話
し
好
き
の
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

多
く
の
手
打
ち
そ
ば
は
、
そ

ば
が
終
わ
り
次
第
閉
店
に
な
る

の
で
、
店
の
前
で
「
終
了
し
ま

し
た
」
の
看
板
を
見
て
、
が
っ

か
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
事
前
に

電
話
を
し
た
方
が
良
い
で
し
ょ

う
。北

陸
は
温
泉
や
入
浴
施
設
が

多
い
の
で
、
夫
婦
や
家
族
で
そ

ば
を
食
べ
た
後
、
温
泉
に
浸
か

れ
ば
充
実
し
た
休
日
を
過
ご
す

こ
と
請
け
合
い
で
す
。

「
蓼
食
う
虫
も
好
き
好
き
」。

そ
ば
は
、
タ
デ
科
ソ
バ
属
の

一
年
草
で
す
。
虫
も
食
べ
な
い

植
物
を
、
わ
れ
わ
れ
人
間
は

二
千
年
以
上
前
か
ら
栽
培
し
、

上
手
に
料
理
し
て
、
お
い
し
く

食
べ
て
い
ま
す
。
そ
ば
に
は
蛋

白
質
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
、
Ｂ

２
、
ル
チ
ン
、
鉄
、
カ
リ
ウ
ム

を
多
く
含
み
ま
す
。
特
に
ル
チ

ン
は
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一

種
で
も
あ
り
、
栄
養
学
的
に
も

か
な
り
の
優
れ
も
の
で
す
。

そ
ば
は
、
中
国
の
雲
南
省
を

起
源
と
し
て
、
日
本
や
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
を
通
じ
て
、
欧
州
へ
も

伝
播
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ば
を
食

べ
る
の
は
日
本
人
だ
け
で
は
な

く
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ロ
シ
ア

に
も
そ
ば
を
使
っ
た
料
理
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は

七
二
二
年
、『
続
日
本
記
』
に

元
正
天
皇
が
、
米
が
不
作
時
の

救
荒
作
物
と
し
て
、
栽
培
を
奨

励
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
ば
は
、
日
当
た
り

が
良
け
れ
ば
荒
れ
た
土
地
で
も

栽
培
が
で
き
、
種
を
ま
い
て
三

カ
月
弱
で
収
穫
が
で
き
る
た

め
、
米
が
不
作
時
の
食
料
と
し

て
、
大
変
重
要
な
も
の
で
し

た
。大

昔
、
そ
ば
は
、
そ
ば
の
実

の
殻
を
外
し
て
、
米
の
よ
う
に

炊
い
た
り
粥
に
し
た
『
粒
食
』、

ま
た
は
、
そ
ば
が
き
、
団
子
、

お
や
き
、
す
い
と
ん
の
よ
う
な

『
粉
食
』
と
し
て
食
べ
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
ソ
バ
を
細
く
切
っ

た
「
そ
ば
切
り
」
と
し
て
食
べ

た
の
は
、
一
五
七
四
年
、
現
在

の
長
野
県
木
曽
郡
大
桑
村
の
定

勝
寺
の
仏
像
修
理
工
事
で
振
る

舞
わ
れ
た
の
が
、
最
も
古
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
武

田
信
玄
が
没
し
た
の
が
一
五
七

三
年
で
す
。

も
り
そ
ば
は
、
蒸
籠
（
せ
い

ろ
）
に
盛
っ
て
あ
る
の
が
定
番

で
す
が
、
生
そ
ば
（
つ
な
ぎ
な

し
の
そ
ば
粉
一
〇
〇
％
）
で

は
、
ゆ
で
る
と
切
れ
や
す
か
っ

た
の
で
、「
蒸
し
蕎
麦
」
が
江

戸
時
代
の
延
宝
か
ら
元
禄
の
こ

ろ
に
流
行
り
ま
し
た
。
蒸
籠
は

そ
の
名
残
の
よ
う
で
す
。
そ
の

後
、
そ
ば
を
椀
に
移
し
、
汁
を

か
け
て
食
べ
る
「
ぶ
っ
か
け
」

が
は
や
り
、
略
し
て
「
か
け
」

と
言
い
、
汁
を
つ
け
て
食
べ
る

「
も
り
」
と
区
別
し
ま
し
た
。

そ
ば
つ
ゆ
は
、
江
戸
初
期
に

は
垂
れ
味
噌
に
大
根
お
ろ
し
の

絞
り
汁
を
加
え
た
物
で
し
た
。

一
七
〇
〇
年
代
後
半
に
、
醤
油

の
消
費
量
が
増
え
、
明
和
年
間

（
一
七
六
四
〜
一
七
七
二
年
）

に
、
醤
油
と
鰹
節
の
だ
し
汁

で
、
つ
ゆ
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

文
化
文
政
時
代
に
、
み
り
ん
が

普
及
し
、
万
延
元
年
（
一
八
六

〇
年
）、
人
口
百
万
の
江
戸
に

三
千
七
百
六
十
三
軒
の
そ
ば
屋

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
ば
の
実
は
、
三
つ
の
稜
が

あ
る
三
角
錐
形
で
す
。
稜
は

「
そ
ば
」
と
読
み
、
物
の
角
や

と
が
っ
た
所
を
意
味
し
ま
す
。

「
そ
ば
」
の
語
源
は
、
稜
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
ば
は
、
英
語
で
「buck 

-w
heat

」beech

（
ブ
ナ
の
実
）

＋w
heat

（
小
麦
）
‥
ブ
ナ
の

実
に
似
た
小
麦
と
い
う
意
味
。

元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
年
）

貝
原
益
軒
は
、『
日
本
釈
銘
』

で
「
蕎
麦
む
ぎ
と
い
ふ
意
ま
こ

と
の
麦
に
あ
ら
ず
、
麦
に
つ
ぎ

て
よ
き
味
也
と
い
ふ
意
、
民
の

食
と
し
て
麦
に
つ
げ
り
」
と
書

い
て
麦
の
一
種
と
認
識
し
て
い

た
よ
う
で
す
。

以
上
、
こ
こ
に
書
い
た
う
ん

ち
く
は
、
そ
ば
を
お
い
し
く
食

べ
る
た
め
に
必
要
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
知
ら

な
く
て
も
、
北
陸
の
そ
ば
は
、

ど
こ
で
も
お
い
し
く
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

◇

参
考
‥『
そ
ば
通　

江
戸
ソ
バ

リ
エ
が
選
ぶ
旨
い
蕎
麦
88
』

『
そ
ば
通
の
本
』『
ソ
バ
の
絵

本
』

そ
ば
に
つ
い
て
、
何
か
う
ん

ち
く
な
ど
書
き
な
さ
い
と
の
こ

と
。そ

ば
好
き
な
の
で
、
ご
指
名

に
な
っ
た
の
か
な
？

蕎
麦
、
蕎
麦
、
そ
ば
、
そ

ば
・
・
・
そ
ぼ
、
そ
ぼ
、
祖

母
、
祖
母
は
、
ニ
シ
ン
そ
ば
が

好
き
だ
っ
た
な
ー
。

さ
て
、
そ
ば
屋
さ
ん
に
行
く

こ
と
が
多
い
。
妻
と
二
人
で
行

っ
た
り
、
友
人
と
一
緒
だ
っ
た

り
。各

人
の
注
文
を
見
て
い
る

と
、
毎
回
、
ほ
ぼ
同
じ
そ
ば
を

注
文
し
て
い
る
の
に
気
づ
く
。

Ｋ
友
人
夫
妻
は
、「
ざ
る
」
と

「
冷
た
い
と
ろ
ろ
そ
ば
」。
妻
は

「
ざ
る
を
温
か
い
鴨
葱
の
汁
に

つ
け
て
」。
小
生
は
「
お
ろ
し
」

時
に
は
「
ざ
る
」
と
い
う
具

合
。新

規
開
拓
で
行
く
そ
ば
屋
さ

ん
で
、
時
に
「
は
じ
め
は
冷
た

い
水
に
つ
け
て
、
そ
の
後
に
塩

で
召
し
上
が
っ
て
」
な
ど
と
、

食
べ
方
を
指
定
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
な
り
に
は
良
い
の

だ
が
、
へ
そ
曲
が
り
の
小
生
に

は
「
？
」。
好
き
に
食
べ
さ
せ

て
よ
！

は
じ
め
は
数
本
を
そ
の
ま
ま

食
べ
て
、
そ
ば
本
来
の
味
を
味

わ
っ
て
、
そ
の
後
、
薬
味
を
入

れ
た
り
し
て
汁
に
そ
ば
の
下
を

少
々
を
つ
け
て
す
す
る
の
が
粋

だ
と
か
。
江
戸
っ
子
の
食
べ
方

で
す
が
、
関
東
で
は
だ
し
汁
が

単
に
濃
い
か
ら
。

私
は
、
た
っ
ぷ
り
の
薄
め
の

汁
に
つ
け
て
食
べ
る
方
が
好
き

で
す
。
薬
味
も
、
そ
の
日
の
気

分
で
。

有
名
店
と
称
す
る
お
店
に
多

い
の
が
、
バ
ー
コ
ー
ド
か
と
思

わ
れ
る
盛
り
方
で
、
一
人
前
で

は
と
て
も
と
て
も
量
が
足
り
な

い
。
庶
民
の
食
べ
物
も
偉
く
な

っ
た
も
の
で
す
。
で
も
、
こ
ん

な
お
店
に
は
あ
ま
り
行
き
た
く

な
い
。

そ
ば
を
食
べ
る
前
は
、
大

抵
、
出
し
巻
き
卵
、
鴨
焼
き
、

て
ん
ぷ
ら
、
小
さ
な
し
ゃ
も
じ

に
そ
ば
味
噌
を
塗
り
焼
い
た
も

の
、
な
ど
を
そ
の
日
の
気
分
に

よ
り
注
文
し
て
、
チ
ョ
ッ
ト
一

杯
が
常
で
す
。
気
の
張
ら
な
い

仲
間
と
一
緒
に
食
べ
る
の
が
、

そ
ば
に
限
ら
ず
、
一
番
お
い
し

い
よ
う
で
す
。

妻
は
お
酒
が
飲
め
な
い
の

で
、
帰
り
の
運
転
を
お
願
い
で

き
、
小
生
は
幸
せ
者
で
す
。
感

謝
感
謝
！

そ
ば
の
歴
史 

そ
ば
の
歴
史 

村
田
　
祐
一（
金
沢
市
・
小
児
科
） 

そ
ば
で
ち
ょ
っ
と
一
杯 

そ
ば
で
ち
ょ
っ
と
一
杯 
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城
北
病
院
　
原
　
和
人（
金
沢
市
・
外
科
） 

会 員 投 稿 

バ 

リ 

の 

牛 
バ 

リ 

の 

牛 
昨
年
（
二
〇
〇
八
年
）
も
十

月
初
旬
、「
な
ま
け
も
の
の
休

暇
」
の
た
め
に
、
バ
リ
島
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
一
昨
年
と
同

じ
ホ
テ
ル
を
予
約
し
、
ス
タ
ッ

フ
か
ら
「
お
帰
り
な
さ
い
」
と

言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

毎
年
、
ど
こ
に
行
こ
う
か
と

思
い
め
ぐ
ら
す
の
も

楽
し
み
で
す
が
、
休

暇
を
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
た
い
と
い
う
私

た
ち
夫
婦
は
、「
バ

リ
の
休
日
」
に
満
足

し
て
い
ま
す
。

さ
て
、「
日
本
人

が
、
な
ぜ
バ
リ
島
に

魅
せ
ら
れ
る
の
か
」、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

日
本
の
ふ
る
さ
と
へ

の
郷
愁
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
ま
す
。
確

か
に
、
そ
う
い
う
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
小
さ
い
こ

ろ
過
ご
し
た
田
舎
の

風
景
が
、
そ
の
ま
ま

残
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
な
ん
だ
か
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
雰
囲

気
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
が
宿

泊
し
た
ヴ
ィ
ラ
の
周
り
も
、
か

つ
て
は
田
園
地
帯
で
、
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
田
ん
ぼ
や
放
牧
地
が
残

っ
て
い
ま
す
。

バ
リ
島
は
、
赤
道
よ
り
少
し

南
に
位
置
し
、
ち
ょ
う
ど
十
月

が
乾
季
か
ら
雨
季
の
は
ざ
か
い

で
す
。
稲
刈
り
が
行
わ
れ
て
い

る
か
と
思
う
と
、
そ
の
横
で
田

植
え
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

稲
刈
り
は
コ
ン
バ
イ
ン
と
い
う

も
の
は
な
く
、
手
で
刈
っ
て
い

ま
す
。
田
植
え
や
田
お
こ
し

も
、
多
く
は
手
作
業
で
す
が
、

昔
、
日
本
で
も
使
わ
れ
た
耕
運

機
も
使
わ
れ
始
め
て
い
る
よ
う

で
す
。

バ
リ
島
の
牛
は
、
田
ん
ぼ
に

囲
ま
れ
た
狭
い
放
牧
地
で
放
牧

さ
れ
て
い
ま
す
。
放
牧
地
の
牛

た
ち
は
、
牧
草
と
い
っ
た
も
の

で
は
な
く
、
雑
草
の
よ
う
な
草

を
食
べ
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ

と
で
、
丸
々
と
太
っ
て
い
る
と

い
う
よ
り
は
、
栄
養
状
態
が
よ

く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し

た
。実

際
、
お
店
（
外
国
人
用
の

高
級
な
ス
ー
パ
ー
）
で
は
、
ス

テ
ー
キ
用
の
牛
肉
が
百
グ
ラ
ム

百
円
ほ
ど
で
売
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
バ
リ
産
の
牛
肉
よ
り
、
輸

入
も
の
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産

の
牛
肉
の
方
が
高
い
の
で
す
。

バ
リ
島
は
、
ヒ
ン
ズ
ー
の
島
で

す
。
牛
肉
は
、
昔
か
ら
あ
ま
り

食
べ
る
習
慣
が
な
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

私
は
、
福
井
県
の
若
狭
の
田

舎
で
育
ち
ま
し
た
が
、
ど
こ
の

農
家
に
も
牛
が
い
ま
し
た
。
田

お
こ
し
に
は
、
牛
に
鋤
を
つ
け

て
引
っ
張
ら
せ
る
の
で
す
。
牛

の
堆
肥
は
貴
重
な
肥
料
で
し

た
。
牛
小
屋
の
周
り
に
は
、
し

ま
ミ
ミ
ズ
が
い
て
、
魚
釣
り
の

絶
好
の
釣
り
餌
に
な
り
、
よ
く

取
り
に
い
っ
た
も
の
で
す
。

バ
リ
の
牛
た
ち
は
、
朝
か
ら

晩
ま
で
、
放
牧
地
で
の
ん
び
り

と
過
ご
し
て
い
ま
す
。
牛
の
周

り
に
は
、
牛
に
集
ま
っ
て
く
る

ハ
エ
を
食
べ
る
た
め
に
、
白
サ

ギ
の
よ
う
な
鳥
が
集
ま
っ
て
き

ま
す
。
な
ぜ
か
し
ら
、
ニ
ワ
ト

リ
や
犬
も
い
ま
す
。
の
ど
か
な

風
景
で
し
た
。

邦　画 邦　画 

『感染列島』瀬々敬久監督

2011 年１月。かつて遭遇したことのない未知

のウィルスに襲われた日本列島。未曾有の感染パ

ニックに終止符を打つべく奮闘する医師らの活躍

を描きます。主演は救命救急医役の妻夫木聡。ほ

かに、檀れい、国仲涼子、田中裕二（爆笑問題）

などが出演。１月 17 日から全国東宝系でロード

ショー 。

『誰も守ってくれない』君塚良一監督

重大事件が発生したとき、世間から糾弾を受け

る容疑者の家族。マスコミや暴走するネット社会

がそこに加担をします。こうして二次被害者とな

る容疑者家族にスポットを当てたのが本作です。

殺人犯の妹と心に傷を抱えた刑事。２人の姿を通

して社会の今と人間の真の強さを描きます。主人

公の刑事を佐藤浩市が熱演しています。１月 24

日から全国東宝系でロードショー。

『赤い糸』村上正典監督

中高生の圧倒的支持を受け、“伝説のケータイ

小説”と呼ばれている「赤い糸」の映画化。自分

の想う人が本当に運命の人なのか。迷い傷つきな

がらも前向きに恋をする主人公・芽衣と、言葉数

は少ないが、さりげない優しさをもつアツシのラ

ブストーリーです。出演は南沢奈央、溝端淳平、

木村了ほか。12 月 20 日から全国ロードショー。

『禅』高橋伴明監督

750 年前の乱世の鎌倉時代。困窮する人々やい

くさで滅ぼされた怨霊におびえる時の権力者の苦

悩を、自らも受け止めていった孤高の人、道元禅

師を描いた作品です。禅がひとり坐禅を行うだけ

の孤独の行ではなく、人と人とが共に生き、喜び

や悲しみを分かち合い、明日への希望の光を見出

していく力を持つことを見せてくれます。

道元禅師を演じるのは中村勘太郎。ヒロインの

おりんを内田有紀が好演。１月 10 日から全国ロ

ードショー。

洋　画 洋　画 

『きつねと私の12か月』リュック・ジャケ監督

ヨーロッパアルプスの最高峰モンブランを望む山

岳地帯で育った監督の実体験をベースに、野生のき

つねと少女のふれあい、友情を描いた作品です。

偶然見かけたきつねをひと目で好きになってし

まった少女リラは、再びきつねに会いたくて毎日

森に出かけていきますが…。美しい自然の映像が

魅力的な作品です。１月 10 日から新宿ピカデリ

ーほかで全国ロードショー。

『ワールド・オブ・ライズ』リドリー･スコット監督

ワールド・オブ・ライズとは「嘘の世界」の意

味。地球規模のテロを企む過激派組織のリーダー

を捕まえるため、味方をも欺く「嘘」をつく情報

戦の世界を描きます。映画を観る者をも騙すトリ

ックが見どころ。レオナルド・ディカプリオ、ラッ

セル・クロウの２人が好演。2008 年 12 月 20 日

から丸の内ピカデリー１ほか全国ロードショー。

『マンマミーア』フィリダ・ロイド監督

エーゲ海に浮かぶギリシャの小島を舞台に、20

歳の花嫁ソフィの結婚式前日から当日までを描い

た物語。母子家庭に育ったソフィの願いは、父親

とヴァージン・ロードを歩くこと。式を控え、父

親探しを思い立ったソフィは母ドナの日記を内緒

で読み、父親の可能性のある昔の恋人３人に招待

状を出します。出演はメリル・ストリープ、ピア

ース・ブロスナン、コリン・ファースなど。１月

30 日より、日劇 1ほか全国ロードショー。

（全国情報のため、上映日程は、新聞・サイトな

どでご確認下さい。）

お正月の映画 お正月の映画 
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カギをヒントにマスをうめ、二重マスに入った文字A～G
の順に並べてできる言葉は、なに？ 

新年号を読まれた方なら、 
どなたでもご応募いただけます 
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12 13 14
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20

26

6

36

B

A

F

G

C

E

8

D

qタカ派の反対勢力─派 
eおい羽根をつくるための板 
y─庭。─入り娘 
i魚をつるための針 
!0携帯用の鏡つき化粧ケース 
!2F1の運転手はカー ─ 
!4いろいろな毛色の─ネコ 
!5工事中のためまわり道 
!6ミャンマーの旧国名。 
名作「─の竪琴」 

!8専門以外の技芸 
!9─つづみ。─さき三寸 
@1─の決まり手は82 
@3道のりの長さ 
@4志村けんの「バカ─様」 
@6両親のことです 
@7自動改札で─乗車は難しく 
#0大都市の中心部。副─ 
#1そっくりなこと─二つ 
#3兄弟はブラザー、姉妹は？ 
#5洋酒に対して清酒は？ 
#7北京のあとの五輪開催都市 
#9テレビ─。五重の─ 
$0受け答え。質疑─ 
$1夕やけ小やけの─とんぼ 

必要事項をもれなくご記入いただいた正解者の中から抽選で5人の方に、図書カード（2,000円分）をプレゼント

ヨコのカギ

タ
テ
の
カ
ギ

ヨコのカギ

タ
テ
の
カ
ギ

q
新
年
に
初
め
て
の
社
寺
へ
の

お
参
り 

w
寄
席
や
紅
白
な
ど
の
最
後

の
出
演
者 

e
魔
法
学
校
の
生
徒
│
ポ
ッ

タ
ー 

r
等
し
い
こ
と
。
記
号
は『
＝
』 

t
牛
・
豚
の
舌
の
肉
。
│
シ
チ
ュ
ー 

y
ス
ワ
ン
。
│
の
湖 

u
京
都
や
奈
良
な
ど
の
昔
の

み
や
こ 

o
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
こ
と
で
す 

!1
イ
ギ
リ
ス
の
大
衆
的
な
酒
場 

!3
ワ
ビ
・
│
は
千
利
休
の
茶
道 

!7
船
の
ほ
ば
し
ら 

@0
他
人
の
助
力
。
│ 

本
願 

@2
一 

色
の
濃
淡
で
表
現
し
た
映

像
や
絵 

@3
実
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
最
南
端

で
は
な
い 

@5
地
球
が
熱
く
な
る
│
問
題 

@8
政
治
家
に
多
い
。
小
泉
元
首

相
も 

@9
ど
こ
か
に
行
っ
て
い
て
家
に

い
な
い 

#2
一 

│
は 

一 

円
の
千
分
の 

一 

で
す 

#4
浦
島
・
桃
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
│ 

#5

│
を
追
う
者
は
一
兎
を
も
得
ず 

#6
上
杉
謙
信
が
武
田
に
お
く
っ
た
も
の 

#86
ノ
ッ
ク
し
て
か
ら
│
を
あ
け
る 

モロズミ勝 出　題

（図書
カード

） お年玉
付 

お年玉
付 

お年玉
付 

2009年 2009年 2009年 

答え

新春 新春 

浮
島
と
高
山
植
物
の
宝

庫
・
尾
瀬
沼
と
尾
瀬
ヶ
原
。

こ
こ
は
平
安
時
代
か
ら
会
津

（
福
島
県
西
部
）
と
上
州

（
群
馬
県
）
を
結
ぶ
街
道
が

通
っ
て
い
ま
し
た
。

源
平
合
戦
で
「
治
承
の

乱
」
を
お
こ
し
、
宇
治
の
戦

い
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
高

倉
宮
以
仁
王
（
も
ち
ひ
と
お

う
）
が
実
は
生
き
て
い
て
、

越
後
（
新
潟
県
）
へ
逃
れ
る

た
め
に
こ
の
街
道
を
通
っ
た

と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
、
以
仁
王
の
お
供

を
し
て
き
た
尾
瀬
大
納
言
藤

原
頼
国
（
よ
り
く
に
）
が
尾

瀬
ヶ
原
に
水
田
を
つ
く
り
、

住
み
着
い
た
と
い
い
ま
す
。

こ
の
場
所
を
「
尾
瀬
」
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
れ

が
理
由
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
大
納
言
が
牛
好
き

で
、
赤
い
牛
を
わ
が
子
の
よ

う
に
か
わ
い
が
っ
て
い
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
あ
る
時
、
そ
の

赤
い
牛
が
病
気
で
倒
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
大
納
言
は

必
死
に
看
病
し
ま
し
た
が
、

と
う
と
う
牛
は
死
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。

深
く
悲
し
ん
だ
大
納
言

は
、
牛
の
な
き
が
ら
を
尾
瀬

沼
に
手
厚
く
ほ
う
む
り
ま
し

た
。
そ
し
て
も
う
牛
は
飼
う

ま
い
と
心
に
誓
っ
た
の
で
し

た
。沼

に
ほ
う
む
ら
れ
た
赤
い

牛
は
、
尾
瀬
沼
の
主
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
雨
乞
い
の

神
と
し
て
、
日
照
り
に
苦
し

む
村
人
が
沼
の
水
を
汲
ん
で

雨
乞
い
を
す
る
と
雨
雲
を
呼

ん
で
雨
を
降
ら
せ
、
見
る
見

る
う
ち
に
干
上
が
っ
た
田
ん

ぼ
を
水
で
い
っ
ぱ
い
に
し
て

村
人
を
喜
ば
せ
た
と
い
い
ま

す
。と

こ
ろ
が
、

尾
瀬
沼
の
主

は
自
分
も
牛

だ
っ
た
の
に

な
ぜ
か
他
の

牛
が
大
嫌

い
。
尾
瀬
沼

の
近
く
に
近

寄
る
牛
が
い

る
と
怒
り
狂

い
、
黒
雲
を

呼
び
、
風
と

雷
雨
で
暴
れ
ま
わ
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
静
か
な
尾
瀬
沼
な
の

に
、
高
波
が
渦
巻
き
魚
も
死

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
村
人
た
ち
は

「
牛
止
め
の
関
」
を
つ
く
り
、

沼
に
牛
を
近
づ
け
な
い
よ
う

気
を
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
と
い
う
も
の
尾
瀬
沼
は
荒

れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

尾
瀬
の「
牛
止
め
の
関
」
 

干
支
の
民
話
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ロイヤルフラッシュに愛された男 

その 2

三 宅 ド ク タ ー の  

ラスベガスふたたびラスベガスふたたびラスベガスふたたびラスベガスふたたび
6回シリーズ 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

新
年
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ま
た

不
況
マ
イ
ン
ド
か
ら
少
し
で
も

脱
却
す
べ
く
、
カ
ジ
ノ
で
儲
か

っ
た
話
題
に
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。表

題
の
「
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ラ
ッ

シ
ュ
に
愛
さ
れ
た
男
」
で
す

が
、
そ
れ
は
誰
あ
ろ
う
筆
者
自

身
な
の
で
す
。

「
何
を
た
わ
け
た
こ
と
を
！

ち
ょ
っ
と
い
い
目
に
会
っ
た
ぐ

ら
い
で
調
子
に
乗
る
な
！
」

と
、
お
叱
り
を
受
け
そ
う
で
す

が
、
ま
あ
ま
あ
ち
ょ
っ
と
お
付

き
合
い
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
の
通
り
、
ロ
イ
ヤ
ル

フ
ラ
ッ
シ
ュ
（
以
下
ロ
イ
ヤ

ル
）
と
は
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の

ポ
ー
カ
ー
の
最
高
手
で
、
同
じ

ス
ー
ツ
（
ハ
ー
ト
と
か
ス
ペ
ー

ド
と
か
の
マ
ー
ク
の
こ
と
）
の

Ａ
、
Ｋ
、
Ｑ
、
Ｊ
、
そ
れ
と
10

の
カ
ー
ド
が
そ
ろ
う
も
の
で

す
。
機
械
で
行
う
ビ
デ
オ
ポ
ー

カ
ー
（
以
下
Ｖ
Ｐ
）
で
は
、
こ

れ
が
出
る
と
賭
け
金
が
八
百
倍

に
な
る
と
い
う
も
の
が
主
流
で

す
。
二
十
五
セ
ン
ト
マ
シ
ン
な

ら
五
枚
賭
け
で
一
回
に
一
ド
ル

二
十
五
セ
ン
ト
を
賭
け
る
の

で
、
そ
の
八
百
倍
で
千
ド
ル
の

勝
ち
で
す
。

同
じ
よ
う
に
一
ド
ル
マ
シ
ン

な
ら
四
千
ド
ル
、
五
ド
ル
マ
シ

ン
な
ら
二
万
ド
ル
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

さ
て
、
Ｖ
Ｐ
で
ど
の
く
ら
い

の
頻
度
で
こ
れ
が
出
る
か
と
い

う
と
、
マ
シ
ン
の
種
類
に
も
よ

り
ま
す
が
、
概
ね
四
〜
五
万
回

に
一
回
で
す
。
Ｖ
Ｐ
は
な
れ
る

と
一
分
間
に
十
回
程
度
の
プ
レ

イ
が
可
能
な
の
で
、
一
時
間
で

六
百
回
と
す
る
と
、
ロ
イ
ヤ
ル

が
出
る
の
は
ざ
っ
く
り
計
算
し

て
平
均
し
て
約
八
十
時
間
に
一

回
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

前
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
も
述
べ

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
八
十
時
間

や
れ
ば
必
ず
ロ
イ
ヤ
ル
に
一
度

巡
り
合
う
と
い
う
こ
と
を
示
す

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般

に
ｎ
回
に
一
回
起
き
る
こ
と
を

実
際
に
ｎ
回
繰
り
返
し
て
み

て
、
一
度
も
そ
れ
が
起
き
な
い

確
率
は
「1

―
1

＼ｎ
の
ｎ
乗

」

で
す
。
そ
し
て
こ
れ
は
ｎ
が
十

分
大
き
な
数
で
あ
れ
ば
、
近
似

的
に
自
然
対
数
の
底
e
の
逆
数

つ
ま
り
「1

＼e

」
に
な
り
ま

す
。
e
の
値
は
二
・
七
ち
ょ
っ

と
で
す
か
ら
、
こ
の
逆
数
で

〇
・
三
六
八
ぐ
ら
い
で
す
。
こ

れ
を
Ｖ
Ｐ
の
ロ
イ
ヤ
ル
の
出
現

率
に
置
き
換
え
る
と
、
八
十
時

間
が
ん
ば
っ
て
不
幸
に
も
一
度

も
出
な
い
確
率
が
「1

＼e

」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
マ

リ
ナ
ー
ズ
の
イ
チ
ロ
ー
の
打
率

も
超
え
ま
す
。
け
っ
こ
う
高
い

で
す
ね
。

そ
し
て
同
じ
時
間
で
ロ
イ
ヤ

ル
が
一
回
出
る
確
率
も
、
同
じ

く
「1

＼e
」
で
す
。
二
回
、 

三
回
・
・
・
Ｎ
回
出
る
確
率

は
、
そ
れ
ぞ
れ
「1
＼e

」
の

「1

＼2

」「1

＼6
」・
・
・「1

＼Ｎ
！

」
で
す
（Ｎ

！
はＮ
の

階
乗
す
な
わ
ち
「Ｎ

×
Ｎ
―
1

×Ｎ
―
2

×
・
・
・
×2

×1

」

で
す
）。
蛇
足
で
す
が
、
ロ
イ

ヤ
ル
が
〇
回
か
ら
Ｎ
回
ま
で
出

る
確
率
の
総
和
、
す
な
わ
ち
全

事
象
の
確
率
は
「1

＼e

×
（1

＼0
！

＋1

＼1
！
+
1

＼2

！

+
1

＼

3
！
+

・
・
・+

1

＼

Ｎ
！

）」
と
な
り
ま
す
。
こ
の

数
式
の
括
弧
の
中
は
、
Ｎ
を
大

き
く
し
て
い
く
と
e
に
限
り
な

く
近
づ
き
ま
す
。
数
学
の
お
好

き
な
方
に
は
「
あ
あ
、
マ
ク
ロ

ー
リ
ン
の
展
開
だ
な
」
と
ご
理

解
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
全
事
象
の
確

率
は
「e

＼e

＝1

」
と
な
り
、

な
る
ほ
ど
と
腑
に
落
ち
ま

す
・
・
・
？
「
な
ん
じ
ゃ
そ
り

ゃ
ー
！
」
と
思
わ
れ
る
方
は
、

読
み
飛
ば
し
て
下
さ
い
。
失
礼

致
し
ま
し
た
。

こ
の
数
式
が
教
え
る
と
こ
ろ

は
、
め
っ
た
に
な
い
幸
運
が
何

回
も
起
き
る
な
ど
と
い
う
の
は

期
待
す
る
だ
け
無
駄
と
い
う
こ

と
で
す
。
八
十
時
間
で
ロ
イ
ヤ

ル
が
五
回
も
出
る
確
率
は
「1

＼e

」
の
さ
ら
に
百
二
十
分
の

一
で
、
三
百
分
の
一
以
下
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
と
こ
ろ
が
で

す
。
筆
者
の
今
ま
で
に
ビ
デ
オ

ポ
ー
カ
ー
に
費
や
し
た
時
間
を

計
算
し
て
み
る
と
、
三
泊
五
日

程
度
の
旅
行
で
は
一
回
の
ラ
ス

ベ
ガ
ス
の
滞
在
時
間
は
、
全
部

ひ
っ
く
る
め
て
も
六
十
〜
七
十

時
間
で
す
。
そ
の
う
ち
Ｖ
Ｐ
に

費
や
す
の
は
平
均
し
て
、
せ
い

ぜ
い
四
時
間
程
度
で
す
。
Ｖ
Ｐ

を
本
格
的
に
叩
き
出
し
て
か

ら
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
二
十
回
ほ

ど
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ほ
ぼ

ロ
イ
ヤ
ル
一
回
相
当
の
八
十
時

間
ぐ
ら
い
を
プ
レ
イ
し
て
い
ま

す
。
そ
の
間
に
ロ
イ
ヤ
ル
の
ヒ

ッ
ト
数
と
い
う
と
・
・
・
、

な
、
な
ん
と
九
回
な
の
で
す
。

先
の
数
式
に
当
て
は
め
る
と
、

こ
の
確
率
は
ほ
ぼ
百
万
分
の
一

に
な
り
ま
す
。
と
、
い
う
わ
け

で
、
ロ
イ
ヤ
ル
に
愛
さ
れ
た
の

か
と
勝
手
に
思
っ
て
い
る
と
い

う
次
第
で
す
。

ラ
ス
ベ
ガ
ス
へ
行
く
資
金
を

な
ん
と
か
確
保
で
き
て
い
る
の

は
、
こ
の
ロ
イ
ヤ
ル
の
お
か
げ

で
も
あ
る
の
で
す
。
し
か
し
、

い
つ
ま
で
も
そ
う
う
ま
く
い
く

も
の
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。
昨

年
五
月
に
ヒ
ッ
ト
し
た
ロ
イ
ヤ

ル
が
、
筆
者
の
人
生
最
後
の
も

の
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
だ

っ
て
あ
る
の
で
す
。
で
も
や
っ

ぱ
り
、
あ
の
成
功
体
験
が
忘
れ

ら
れ
ず
に
、
ま
た
Ｖ
Ｐ
の
前
に

座
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

次
回
は
、
今
回
の
年
末
年
始

の
連
載
取
材
旅
行
（
？
）
の
顛

末
を
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
の

で
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
ご
期
待
下
さ

い
。

終
の
棲
家
な
ら
ぬ
仕
事
場
を
求
め
、
大
学
を
退
職
、
開
業

し
た
の
は
四
年
前
。

当
時
、
医
院
の
周
囲
に
は
土
ぼ
こ
り
が
た
ち
、
道
路
も
未

舗
装
、「
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
」
と
の
心
配
の
声
を
よ
そ

に
、
診
察
は
そ
っ
ち
の
け
で
、
近
所
の
お
年
寄
り
た
ち
と
の

世
間
話
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
、
本
人
は
、
ま
あ
何
と
か
な

る
だ
ろ
う
と
根
っ
か
ら
の
楽
観
を
決
め
込
ん
で
は
い
た
も
の

の
、
内
心
こ
の
ま
ま
で
「
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
」
と
の
不

安
が
ま
っ
た
く
な
い
と
は
い
え
な
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
た

こ
ろ
で
し
た
。

開
院
時
、
内
視
鏡
の
導
入
に
あ
た
り
、
選
定
か
ら
外
れ
た

会
社
の
代
理
店
の
方
か
ら
経
鼻
内
視
鏡
を
デ
モ
し
た
い
と
の

お
話
。
内
視
鏡
は
、
自
分
の
診
療
の
ひ
と
つ
の
柱
と
思
っ
て

い
ま
し
た
し
、
反
面
何
か
に
つ
け
て
コ
ス
ト
の
か
か
る
代
物

で
、
更
新
な
ど
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
都
会
で
は
、
か
な

り
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
直

そ
の
有
用
性
は
半
信
半
疑
で
し
た
。

時
は
遡
り
、
二
〇
〇
〇
年
ご
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大

学
医
局
の
抄
読
会
で
、
同
世
代
の
医
局
員
Ｆ
先
生
が
紹
介
し

た
、
当
時
ま
だ
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
内
視
鏡
の
経
鼻
挿
入
の

論
文
。
そ
の
こ
ろ
の
医
局
は
、
教
授
以
下
、
私
も
含
め
膵
癌

の
遺
伝
子
診
断
法
の
開
発
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
傾
注
し
て
お

り
、
内
視
鏡
の
話
題
も
膵
胆
道
系
が
中
心
で
、
一
方
、
胃
内

視
鏡
で
は
Ｅ
Ｍ
Ｒ
の
遺
残
再
発
が
問
題
に
な
り
、
次
の

break through

が
待
た
れ
て
い
た
こ
ろ
で
す
。
今
さ
ら
挿

入
法
の
議
論
で
、
し
か
も
鼻
か
ら
な
ん
て
、
西
洋
人
は
鼻
が

高
い
か
ら
・
・
・
程
度
の
し
ら
っ
と
し
た
雰
囲
気
で
終
わ
っ

た
程
度
に
し
か
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
経
鼻
内
視
鏡
の
デ
モ
を
と
い
わ
れ
た
時
に
、
数

百
回
に
及
ぶ
抄
読
会
の
中
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
す
ぐ
に
思
い

出
し
た
の
は
、
ど
こ
か
心
に
引
っ
か
か
る
も
の
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
、
そ
の
Ｆ
先
生
は
、
若
年
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
予
後
不
良
の
脳
神
経
疾
患
に
冒
さ
れ
入
院
生
活
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
彼
を
見
舞
っ
た
と
き
、
と
り

と
め
も
な
い
近
況
の
話
の
う
ち
こ
の
話
題
に
な
り
、「
せ
っ

か
く
内
視
鏡
や
っ
て
る
な
ら
大
学
で
は
で
き
な
い
、
先
生
の

と
こ
ろ
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
や
っ
て
み
た
ら
？
」
と
声
を

か
け
ら
れ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
Ｆ
先
生
は
、
あ
の
時
の
抄

読
会
の
雰
囲
気
に
も
、
そ
し
て
病
さ
え
な
け
れ
ば
自
分
も
い

ず
れ
は
地
元
富
山
県
の
海
沿
い
の
町
で
開
業
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
に
違
い
な
い
、
そ
れ
が
か
な
わ
ぬ
こ
と
に
も
無
念
の

思
い
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
、
痛
い
ほ
ど
伝
わ
っ
て
き
た
の

で
す
。

｢

じ
ゃ
あ
、
こ
こ
は
ひ
と
つ
や
っ
て
み
よ
う
か
。｣

│
。

そ
れ
か
ら
約
二
年
。
Ｆ
先
生
は
他
界
さ
れ
、
一
方
、
私
は

請
わ
れ
て
経
鼻
内
視
鏡
の
研
究
会
の
世
話
を
す
る
ま
で
に
な

ろ
う
と
は
、
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
研
究

会
を
通
じ
、
そ
れ
ま
で
は
Ｐ
Ｅ
Ｇ
の
神
様
、
雲
上
人
と
思
っ

て
い
た
Ｏ
先
生
と
も
懇
意
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

り
、
先
生
の
鼻
腔
も
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
思
わ

ぬ
鼻
出
血
を
き
た
し
、
大
変
恐
縮
至
極
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
拙
文

を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
も
、
こ
ん
な
ご
縁
か
ら
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

│
閑
話
休
題
│

こ
う
し
て
鼻
腔
を
眺
め
る
日
も
す
が
ら
、
間
も
無
く
父
の

三
回
忌
を
迎
え
ま
す
。
父
は
、
耳
鼻
咽
喉
科
の
開
業
医
で
、

そ
れ
こ
そ
信
州
の
田
舎
町
で
鼻
腔
を
眺
め
る
こ
と
で
生
業
を

得
て
い
ま
し
た
。
戦
中
世
代
の
父
はfiber scope

が
世
に

出
た
後
も
、
鼻
腔
鏡
を
使
い
続
け
て
い
ま
し
た
。

私
が
学
生
時
代
、
少
々
聞
き
か
じ
っ
た
知
識
で
、
な
ぜ

fiber

を
導
入
し
な
い
か
と
の
問
い
に
、
曖
昧
な
返
事
し
か

返
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
を
不
満
に
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
に
し
て
思
え
ば
、
長
年
自
分
の
磨
い
て
き
た
観
察

手
技
を
簡
単
に
捨
て
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
の
思
い
も
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
私
の
生
ま
れ
る
前
に
逝
去
し
た
祖
父
も
耳
鼻
咽

喉
科
医
で
し
た
か
ら
、
祖
父
、
父
二
代
に
渡
っ
て
、
本
業
と

し
な
が
ら
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
鮮
明
な
鼻
腔
の
内
視

鏡
像
を
内
科
医
の
私
が
今
こ
う
し
て
視
て
い
る
こ
と
に
、
不

思
議
な
因
果
を
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
父
は
、
亥
年
、
私
も
亥
年
で
、
中
一
の
の
ん
び
り

長
男
も
亥
年
で
す
。
現
状
を
見
る
限
りhum

an bondage

は
続
き
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
果
た
し
て
ど
う
な
る
こ
と

や
ら
。

会員リレーエッセー         ◆◆ 113◆◆
原
稿
募
集
中　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

経
鼻
内
視
鏡
│
人
の
絆
│

山
口　

泰
志
（
金
沢
市
・
内
科
）



本年もどうぞよろしく 
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「
植
物
状
態
」
と

い
う
言
葉
は
、
か
な

り
問
題
の
あ
る
表
現

ら
し
い
。
遷
延
性
意

識
障
害
の
人
々
に
対

し
て
、
「
尊
厳
が
な

い
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
植

え
つ
け
る
よ
う
な
意
図
が
感
じ

ら
れ
る
が
、
ど
う
や
ら
そ
れ
以

上
の
も
の
の
よ
う
だ
▼
古
来

「
生
き
と
し
生
け
る
も
の
」
に

愛
情
を
抱
き
、
自
然
と
共
存
す

る
日
本
人
の
感
覚
か
ら
す
れ

ば
、
「
植
物
」
と
言
わ
れ
て
も

「
そ
ん
な
も
の
か
」
で
済
ま
し

か
ね
な
い
が
、
欧
米
人
の
感
覚

で
「
植
物
」
と
い
う
の
は
、
は

っ
き
り
「
動
物
」
よ
り
も
下
の

ラ
ン
ク
で
あ
る
と
い
う
悪
意
が

あ
る
の
だ
と
い
う
▼
こ
こ
で
思

い
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

は
、
欧
米
に
は
異
常
な
く
ら
い

イ
ル
カ
や
鯨
を
大
切
に
す
る
狂

信
的
な
動
物
保
護
団
体
が
あ
る

こ
と
で
、
日
本
の
調
査
捕
鯨
船

に
対
し
て
テ
ロ
攻
撃
を
行
っ
て

い
る
姿
を
時
折
報
道
で
目
に
す

る
。
彼
ら
の
主
張
で
は
、
「
健

康
な
人
」
の
下
に
「
友
と
す
る

べ
き
動
物
」
が
い
て
、
そ
の
は

る
か
下
位
に
「
植
物
人
間
」
が

い
る
。
動
物
以
下
の
存
在
価
値

し
か
な
い
人
間
に
費
や
す
医
療

費
が
あ
る
の
な
ら
、
イ
ル
カ
や

鯨
の
保
護
に
そ
れ
を
回
せ
、
と

い
う
ら
し
い
▼
だ
と
し
た
ら
、

欧
米
に
は
リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
と

い
う
名
の
「
文
明
開
化
」
が
あ

り
、
日
本
で
も
そ
れ
を
持
て
は

や
す
べ
き
だ
と
い
う
最
近
の
世

論
は
、
彼
ら
の
思
う
つ
ぼ
で
は

な
い
か
と
疑
心
暗
鬼
に
な
る
▼

「
尊
厳
」 

の
美
名
の
も
と
に
「
人

権
」
が
蹂
躙
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
私
た
ち
は
目
を
光
ら

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 
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2009年　新春特別号 

2008年7月28日未明 

浅野川が氾濫 浅野川が氾濫 浅野川が氾濫 
地元の病院が地域の 

救援作業に全力 
【写真】城北病院提供／【文】3面に掲載 

q白衣でシャベルを持つリハビリ職員 

w病院受付で開かれた対策会議 

e堆積した土砂に住民あぜん 

r地域の土砂除去にあたる病院職員たち 

tこの堤防が氾濫した 

q

e

r t

w

2009年1月15日（毎月15日発行）（20） 石 川 保 険 医 新 聞  第441号　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 

会 員 投 稿  会 員 投 稿  1912年（明治45年）、米国から資材と技術を輸入して建設された山陰本線の重要な鉄橋（高さ41.45m、長さ310.59m）。

敗戦後「731部隊」の多くの隊員とその家族が、隠密裏にこの橋を通過して金沢や直江津に向かったのは、1945年8

月末～9月初旬のころであった。 

NHKドラマ「夢千代日記」にも登場したこの美しい橋も、架け替え工事が進行し、間もなく解体される。 

餘部橋梁（山陰本線） 餘部橋梁（山陰本線） 

さ
と
う
き
び
ジ
ュ
ー
ス 

さ
と
う
き
び
ジ
ュ
ー
ス 

さ
と
う
き
び
ジ
ュ
ー
ス 

昨
年
四
月
、
長
女
が
中
学
生
に
な
る
の
を
お
祝
い
し
て
、
家
族
五
人
で
沖
縄
旅
行
に
出
か
け
た
時
の
写
真
で
す
。 

わ
が
家
の
子
ど
も
た
ち
は
三
姉
妹
で
、
毎
年
の
旅
行
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
、
続
く
の
か
？ 

三
人
と
も
普
段
は
テ
ニ
ス
ば
か
り
し
て
い
て
、
あ
ま
り
自
然
を
味
わ
う
こ
と
が
少
な
い
生
活
を
し
て
い
ま
す
。 

一
方
、
沖
縄
は
自
然
（
観
光
し
た
場
所
が
本
当
の
自
然
か
と
言
わ
れ
れ
ば
・
・
・
）
が
多
く
、
こ
の
と
き

は
、
さ
と
う
き
び
を
搾
っ
て
、
甘
い
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む
場
面
で
し
た
が
、
こ
の
写
真
を
見
て
振
り
返
る
と
、

い
い
経
験
が
で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
店
の
お
じ
さ
ん
も
懐
か
し
さ
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。 

斉
藤
 
典
才
（
金
沢
市
・
外
科
） 

あまる　　　　　べ　　　　　 きょう　　　　 りょう 

河野　晃（金沢市・小児科） 


